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広　 報

　 今年は雪解けが早く 、 暖かい日も 多かっ た

ため、 村内でも 例年よ り 早く 桜が開花し ま し

た。 満開の桜の下、 北信保育園の子ど も たち

は、 かく れんぼや鬼ご っ こ を し て、 元気いっ

ぱいに遊んでいま し た。

「 はじ まり の春」



（ 2）広 報 さ か え令和５ 年５ 月１ 日

●ふるさ と 納税による寄附 ●通常の寄附

寄附総数及び総額： 1 ,023件　 32 ,2 53 ,0 00円

（ 内 農業支援目的寄附　 489件　 20 ,2 23 ,000円）

　 令和４ 年度は新たに４ つの返礼品を 追加し 、 また既存の

返礼品の拡充を 図り 、 全国の多く の皆様から ご寄附を いた

だき まし た。 返礼品については栄村ホームページと ふる さ

と チョ イ スで紹介し ています。

寄附総数： 3件

寄附総額： 120 ,000円

　 いただいた寄附金は、 寄附者のご意向に基づき 、 農業振興、 自然

環境保全、福祉事業や教育事業など 大切に活用さ せていただき ま す。

問　 総務課　 企画財政係　 ☎0269-87-3112

問　 総務課　 行政係　 ☎0 2 6 9 -8 7 -3 1 1 2

◇試験の区分・ 採用予定人数

　 一般事務　 初級　 若干名（ 高校卒業程度）

　 　 　 　 　 　 上級　 若干名（ 大学卒業程度）

　 保 育 士　 　 　 　 若干名

◇試 験 日　 １ 次　 令和５ 年９ 月17日㈰

　 　 　 　 　 　 ２ 次　 令和５ 年10月下旬予定

◇試験内容　 １ 次　 教養・ 専門・ 検査試験

　 　 　 　 　 　 ２ 次　 資格審査、 面接試験

◇申込受付期間　 令和５ 年７ 月３ 日㈪から

　 　 　 　 　 　 　 　 令和５ 年８ 月10日㈭ま で

◇申込方法

　 栄村役場及び秋山支所の窓口にある 受験

申込書に必要事項を記入のう え、 総務課へ

提出（ 郵送可） し てく ださ い。

◇受験資格

一般事務

　 平成５ 年４ 月２ 日以降に生ま れた者で、

高校卒業程度の学力又は大学卒業程度の学

力を有する 者。

保育士

　 昭和58年４ 月２ 日以降に生ま れた者で、

保育士の資格を有する 者（ 令和６ 年３ 月末

日ま でに当該資格を 取得する 見込みの者を

含む）。

《 住所及び資格要件等》

①栄村に住所を有し ている 者又は採用後は

栄村に住民登録を し て居住する 予定の者

又は村外に居住し 通勤可能な者。

②普通自動車運転免許を有する 者。ただし 、

令和６ 年３ 月末日ま でに当該免許を取得

する 見込みの者を 含む。

※申込書は栄村ホームページから も ダウ ン

ロ ード でき ま す。

栄村で は、 令和６ 年４ 月１ 日

採用予定の職員を募集し ます。

令和４ 年度　 寄附金の受入状況についてお知らせ

栄村職員を募集し ます! !

栄村H P
【 栄村】

ふるさとチョ イス

来年度も 同様な日程で職員を募集する予定です! !



広 報 さ か え（ 3） 令和５ 年５ 月１ 日
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人権相談会を 開催し ま す

　 イ ンタ ーネッ ト によ る 誹謗中傷、 ハラ ス メ ント 、 暴力など 、 人権を侵害さ れたと 感じ る こ と

はあり ま せんか？一人で悩ま ず相談し てく ださ い。 人権擁護委員が皆さ んの人権に関する 問題

解決をお手伝いし ま す。

　 人権擁護委員は、 法務大臣の委嘱を受け、 国民一人一人に保障さ れている 基本的人権を擁護

する ために活動を行っ ていま す。

問　 民生課　 住民福祉係　 ☎0 2 6 9 -8 7 -3 1 1 4

●開催日時 　 ６ 月１ 日㈭
※６ 月１ 日は人権擁護委員法が施行さ れた日です。

●時　 　 間 　 午前９ 時～午前1 2 時

●会　 　 場 　 栄村役場　 ２ 階　 第１ 会議室

●相 談 員 　 栄村人権擁護委員　 宮川裕子 ・ 大庭光一



（ 4）広 報 さ か え令和５ 年５ 月１ 日

ト ラ ク タ ーの公道走行にご注意く ださ い

農耕作業車・ 小型特殊自動車は全てナンバープレ ート
が必要です!!

　 ロ ータ リ ーやド ラ イ ブハロ ー等の農作業機を 装着し たト ラ ク タ ーの公道走行については、　 道路

運送車両法によ り 以下の通り 定めら れていま す。

　 農耕作業車や小型特殊自動車を所有し ている 場合、 軽自動車税（ 種別割） が課税さ れま す。 農耕

作業車等を所有し ている 場合は、 公道を走行し なく ても 役場窓口でナンバープレ ート の交付手続き

をお願いし ま す。

◆軽自動車（ 種別割）

◆手続き に必要なも の

　 ・ 車名（ メ ーカー等）、 車体番号、 排気量がわかる も の、 販売証明、 譲渡証明等

　 ※書類がなく ても 手続き は出来ま すのでご相談く ださ い。

問　 総務課　 税務係　 ☎0 2 6 9 -8 7 -3 1 1 2

今年も 安全で楽し い農作業を はじ めまし ょ う

　 今年も 農作業が始ま る 季節と なり ま し た。 安全な農作業を行う ため、 主に次のよ う な点に注意し

て作業を行いま し ょ う 。

○ト ラ ク タ ーに乗る場合は、 必ずシート ベルト ・ ヘルメ ッ ト を着用し まし ょ う 。 また、 安全

フ レーム付き ト ラ ク タ ーを利用し まし ょ う 。

○ト ラ ク タ ーの転倒・ 転落に注意し まし ょ う 。

○一人での農作業はできるだけ避けまし ょ う 。

○刈払機使用時は、 保護メ ガネ、 手袋、 長袖、

　 作業靴等保護具を着用し まし ょ う 。

区　 分 制　 　 限 種　 　 類 年税額

農耕作業用
時速3 5 ㎞未満

※大き さ 制限はあり ません

乗用装置のあるト ラ ク タ ー

コ ンバイ ン、 田植機等
2 ,0 0 0 円

小 型 特 殊

自 動 車

時速1 5 ㎞以下

長さ ： 4 .7 ｍ以下、 幅： 1 .7 ｍ以下

高さ ： 2 .8 ｍ以下

フ ォ ーク ・ リ フ ト

ショ ベル・ ローダ等
5 ,9 0 0 円

制　 　 限

ト ラ ク タ ーの寸法が全幅1 .7 ｍ以下、 全高2 .0

ｍ以下（ 安全キャ ブや安全フ レ ームの高さ 2 .8

ｍ以下）、 全長4 .7 ｍ以下、 かつ、 最高速度が

1 5 ㎞ /h以下の場合

左記の寸法・ 運行速度の制限を ひと

つでも 上回る場合

必要な

運転免許証
小型特殊免許／普通免許

・ 大型特殊免許（ 農耕用に限る、 も

含む）

・ けん引免許（ 農耕車に限る、 も 含

む） ※1

※１ …けん引免許は車両総重量7 5 0 ㎏を 超える ト レ ーラ を けん引する場合にのみ必要



広 報 さ か え（ 5） 令和５ 年５ 月１ 日

林野火災の予防に取り 組みま し ょ う ！

栄村交通安全協会より 交通安全物品を 寄附し まし た。

　 ４ 月17日㈪、北信保育園と 栄小学校、栄中学校の子ど も たちに、

栄村交通安全協会長の油科幸史氏から 反射タ ス キやボールペンラ

イ ト 等を寄附し ま し た。

　 油科会長は、 交通ルールを守り 子ども たちが事故に巻き 込ま れ

る こ と のないよ う 注意を呼びかけま し た。

　 ４ 月14日㈮、 森地区で幼年消防パレ ード が行われま し

た。 北信保育園の園児11人が、「 火の用心！」 と 呼びか

けながら 商店街を歩き 、 火災予防を呼びかけま し た。 パ

レ ード 後は、 消防車と 救急車を見学し 、 それぞれの車内

の特徴をじ っく り 調べていま し た。

　 こ の時期は、空気が乾燥し 火事が起き やすく なり ま す。

火の元には十分注意し て、 火災予防に努めま し ょ う 。

幼年パレード が開催されまし た火の 用心！

　 春先は空気が乾燥し 山火事や枯草の火災が発生し やすい季節です。 大切な森林を守る ため３ 月

１ 日から ５ 月３１日ま でを「 春の山火事予防運動」 の実施期間と し ていま す。

　 山菜取り やハイ キングなど の野山に出かける 機会が増える こ れから の時期、 普段以上に火の取

り 扱いに注意し てく ださ い。 原因の多く は焚火や火入れです。 農作業で火

を使った場合は完全に消火し たこ と を確認し てく ださ い。

　 次の点に十分ご注意く ださ い。

①枯草など燃えやすいも のの近く で火を 扱わない。

②風が強い日、 乾燥し ている 日はたき 火や火入れは行わない。

③タ バコ は指定場所で喫煙し 、吸い殻はポイ捨てせずに携帯灰皿に捨てること 。

④火遊びはし ない。

問　 農政課　 農林係　 ☎0269-87-3113

　 重点事項に気を付け、 交通事故を起こ さ ないよ う に交通規則を守り ま し ょ う 。

◆期　 　 間 　 ５ 月1 1 日㈭～５ 月２０日㈯

◆重点項目 　 ①子供をはじ めと する歩行者の安全確保

　 　 　 　 　 　 ②横断歩行者事故等の防止と 安全運転意識の向上

　 　 　 　 　 　 ③自転車のヘルメ ッ ト 着用と 交通ルール遵守の徹底

　 　 　 　 　 　 ④高齢運転者の交通事故防止

春の交通安全運動が始まり ます



（ 6）広 報 さ か え令和５ 年５ 月１ 日

後期高齢者医療保険への切り 替えについて

　 75歳のお誕生日を迎えた方は加入保険が後期高齢者医療保険に切り 替わり ま す。

　 後期高齢者医療制度の「 保険証」 は１ 人に１ 枚、 交付さ れま す。

　 こ れから 75歳になる 方には、 誕生日の約１ ヶ 月前に下記の封筒で郵送し ていま す。

　 お手元に届き ま し たら 必ず中身を 確認し ていただき 、 75歳の誕生日当日以降から はこ の保険証を

医療機関でご使用く ださ い。

※保険証を失く し たり 、 汚し て使用でき なく なった場合は、 再交付ができ ま すのでお問い合わせく

ださ い。  

問　 民生課　 住民福祉係

　 　 ☎０２６９− ８７− ３１１４

村内の廃乾電池回収箱の使用方法についてのお願い

秋山デマンド 交通の変更について

　 各地区に設置し ている 廃乾電池回収箱の利用方法について、 以下の点にご理解と ご協力をお願い

いたし ま す。

　 なお、回収箱がいっぱいになっている 場合や回収箱が破損し ている 場合（ 底に穴が空いている 等）

は、 役場民生課ま でご連絡く ださ い。

　 その他ご不明な点など があり ま し たら お問い合わせく ださ い。

問　 民生課　 住民福祉係　 ☎０２６９-８７-３１１４

　 令和５ 年４ 月よ り 、 切明から 津南町ま での直通便が２ 便になり ま し た。

　 こ のほか、 見玉での乗り 換え便も 運行し ていま すので、 ご利用く ださ い。

　 ※詳細は先月お配り し た「 栄村の交通」 内「 秋山郷線」 をご覧く ださ い。

問　 民生課　 住民福祉係　 ☎０２６９-８７-３１１４

・ 電球は入れないでく ださ い。

・ 回収箱には持ち込んだビニール袋ごと 入れず、 電池だけ入れる よ う にし てく ださ い。

・ 未使用の電池は絶対に入れないでく ださ い。 　 ※処分の際に火災等に発展する恐れがあり ます。

直通便　 ①午前６ 時2 5 分　 切明発（ 津南到着７ 時4 5 分頃）

　 　 　 　 ②午前９ 時0 0 分　 切明発（ 津南到着1 0 時1 5 分頃）
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村
民
の
皆
様
に
は
、
毎
年
緑
の
募
金

家
庭
寄
付
金
活
動
に
ご
協
力
を
い
た
だ

き
ま
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
本
年
度
よ
り
、
緑
の
募
金
活
動
に
ご

協
力
を
い
た
だ
け
る
法
人
、
団
体
に
つ

い
て
、
1
万
円
以
上
の
募
金
を
い
た
だ

け
る
方
に
対
し
て
、
名
入
れ
の
木
製
プ

レ
ー
ト
を
作
成
し
、
お
届
け
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
ご
興
味
の
あ
る
法

人
・
団
体
の
方
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

長野県H P

　
農
産
物
や
商
品
の
売
買
に
使
用
し
た

り
、
学
校
等
に
お
い
て
体
重
を
測
定
す

る
「
は
か
り
」
は
、
２
年
に
１
回
の
定

期
検
査
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
今
年
度
の
定
期
検
査
が
次
の
日
程
で

実
施
さ
れ
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
検
査

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
検
査
に
は
手
数
料
（
検
査
代

金
）
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず

持
参
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
検
査
日
：
令
和
５
年
６
月
９
日
㈮

○
時
間
・
場
所

・
秋
山
支
所

　
午
前
９
時
半
～
10
時
半

・
栄
村
役
場

　
重
機
車
庫

　
午
後
１
時
～
３
時

　

問
　
商
工
観
光
課

　
企
業
係

　
　
☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
３
５
５

　
　
長
野
県
計
量
検
定
所

　
　
　
　
　
　
　
　
検
定
・
検
査
課

　
　
☎
０
２
６
３
─

４
７
─

４
０
０
６

「 ヒ ノ キ製」法人名をレーザー刻印

高さ 1 0 5 ㎜×幅3 0 0 ㎜

　
税
務
署
や
国
税
局
で
「
税
の
ス
ペ
シ

ャ
リ
ス
ト
」
と
し
て
勤
務
す
る
税
務
職

員
（
国
家
公
務
員
）
を
募
集
し
ま
す
。

●
試
験
の
程
度

　
高
等
学
校
卒
業
程
度

●
受
付
期
間

　
令
和
5
年
6
月
19
日
㈪
～
6
月
28
日
㈬

●
試
験
日

　
第
1
次
試
験
日
：
令
和
5
年
9
月
3
日

　
第
2
次
試
験
日
：
第
1
次
試
験
合
格

通
知
書
で
指
定
す
る
日
時

●
申
込
方
法

　
【
原
則
】
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み

問
　
関
東
信
越
国
税
局

　

　
　
人
事
第
二
課
試
験
係

　
　
☎
０
４
８
─

６
０
０
─

３
１
１
１

人事院

●
ご
利
用
に
必
要
な
も
の

　
・
バ
ー
コ
ー
ド
が
印
字
さ
れ
て
い
る

納
付
書

　
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

　
・
決
済
ア
プ
リ

問
　
長
野
南
年
金
事
務
所

　

　
　
☎
０
２
６
─

２
２
７
─

１
２
８
７

問
　
農
政
課

　
農
林
係

　
　
☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
３
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りよだ健保

健診・ 検診を受けませんか？

　 ３ 月に回収し ま し た検診申込調査書へのご協力あり がと う ございま し た。

　 村では６ 月から 健康診断や各種検診が始ま り ま す。

　 毎年、 健診を受けている と １ 年前と 比べて自分の健康状態を把握する 事ができ

ま す。

　 血圧・ コ レ ス テロ ール・ 血糖値は、 ど う ですか？体重は、 ど う ですか？

　 自分の健康状態を把握する と と も に生活習慣を見直すき っかけにし ま せんか？

　 健診を受けないと 思ってたけど …　 大丈夫です！今から でも 変更可能です。

　 特に「 特定健診」 は皆さ んに受診し ていただける よ う に自己負担額が０ 円と なっ ており 、 お勧め

です‼

　 それぞれの詳細は検診申込調査書と 同時に、 お配り し た「 令和５ 年度　 栄村各種検診（ 健診） のご案

内」 を ご覧く ださ い。 受診の希望・ 変更、 その他お問い合わせにつき ま し ては　 民生課　 健康支援係

☎8 7 -3 0 2 0 　 ま でお電話く ださ い。

　 なお受診希望の希望・ 変更は各日程の２ 週間前までにご連絡く ださ い。

健診・ 検診名 令和５ 年度日程 自己負担額

特定健診

若年健診

後期高齢者健診

６ 月1 7 日㈯

６ 月1 8 日㈰

（ 役場ホール）

６ 月1 9 日㈪

（ と ねんぼ）

無　 　 料

胃がん検診 1 ,６0 0 円

大腸がん検診 5 0 0 円

前立腺がん検診 ６0 0 円

肝炎ウイ ルス検査 ６0 0 円

乳がん検診

（ 超音波・ マンモ）
６ 月６ 日㈫

女性セッ ト 検診

７ 月1 9 日㈬

乳がん単独

超音波 1 ,3 0 0 円

マンモ 2 ,0 0 0 円

子宮がん検診
６ 月2 ６日㈪

子宮がん単独
1 ,６0 0 円

肺がん検診 ６ 月2 9 日㈭ ６ 月3 0 日㈮ 2 ,5 0 0 円

結核検診 ７ 月2 4 日㈪ ７ 月2 5 日㈫ 無　 　 料
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フ
サ
ザ
ク
ラ
が
咲
い
た
！

希
少
動
植
物
調
査
員

か
ら
の
報
告

当
時
（
平
成
20
年
頃
）
に
幼
木
を
植
え
た

も
の
で
す
。
現
在
、
よ
う
や
く
樹
高
が
３

ｍ
ほ
ど
に
育
ち
、
今
年
初
め
て
花
を
咲
か

せ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
時
間
の
経
過

の
中
で
植
物
が
育
っ
て
い
く
こ
の
植
物
園

の
価
値
を
、
改
め
て
再
認
識
し
ま
し
た
。

永
遠
の
命

　
春
、
村
内
で
は
カ
ツ
ラ
の
花
も
よ
く
目

立
ち
ま
す
。
こ
の
木
の
花
も
フ
サ
ザ
ク
ラ

同
様
に
花
び
ら
を
持
た
ず
、
そ
の
花
の
様

子
は
フ
サ
ザ
ク
ラ
に
よ
く
似
て
い
ま
す
。

や
は
り
原
始
的
な
樹
木
で
す
。

　
こ
の
木
は
栄
村
で
は
、
秋
山
地
域
で
特

に
多
く
あ
る
よ
う
で
す
。
枝
い
っ
ぱ
い
に

赤
い
花
を
つ
け
て
い
て
よ
く
目
立
ち
ま

す
。
こ
の
木
は
高
木
と
な
る
た
め
、
花
を

つ
け
た
そ
の
姿
は
見
事
で
す
。

　
ま
た
、
こ
の
木
は
巨
木
と
な
る
こ
と
で

も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
村
内
で
は
、
推
定

樹
齢
７
百
年
と
い
わ
れ
る
小
赤
沢
の
「
か

つ
ら
母
神
」
が
有
名
で
す
。
し
か
し
、
そ

　
４
月
始
め
、
突
然
携
帯
電
話
が
鳴
り
ま

し
た
。
植
物
の
専
門
家
で
あ
る
苗
場
山
麓

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室
の
中
沢
英
正
氏
か
ら

で
し
た
。
「
植
物
園
で
フ
サ
ザ
ク
ラ
が
咲

い
て
い
る
。
珍
し
い
か
ら
ぜ
ひ
見
る
と
い

い
よ
！
」

　
植
物
園
と
は
、
北
野
天
満
温
泉
の
奥
に

あ
る
栄
村
自
然
植
物
園
で
す
。
中
沢
氏
は

昨
年
来
、
そ
こ
で
現
在
の
植
物
の
種
類
や

生
育
状
況
等
を
調
査
し
て
く
だ
さ
っ
て
い

ま
す
。

　
私
と
広
瀬
調
査
員
も
、
早
速
植
物
園
に

見
に
行
っ
て
み
ま
し
た
。
奥
の
秋
山
エ
リ

ア
で
フ
サ
ザ
ク
ラ
が
赤
い
花
を
ひ
っ
そ
り

と
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。
図
鑑
で
は
見
て

い
て
も
、
実
物
を
間
近
に
見
る
の
は
、
初

め
て
で
し
た
。

　
こ
の
花
が
面
白
い
の
は
、
花
び
ら
が
な

い
の
で
す
。
サ
ク
ラ
の
名
が
付
い
て
は
い

ま
す
が
、
実
は
サ
ク
ラ
の
仲
間
で
は
な
く
、

フ
サ
ザ
ク
ラ
科
の
樹
木
で
す
。
葉
が
出
る

前
に
赤
い
房
状
の
花
が
咲
く
様
子
を
、
満

開
の
サ
ク
ラ
に
見
立
て
た
よ
う
で
す
。

　
赤
く
見
え
る
の
は
、
花
粉
が
入
っ
た
雄

し
べ
で
、
そ
れ
が
落
ち
る
と
今
度
は
花
の

根
本
に
あ
っ
た
雌
し
べ
が
伸
び
て
く
る
の

で
す
。
花
粉
を
風
で
飛
ば
し
て
受
粉
す
る

風ふ
う

媒ば
い

花か

の
た
め
、
虫
な
ど
を
引
き
つ
け
る

花
び
ら
が
必
要
な
い
の
で
す
。
原
始
的
な

植
物
の
一
つ
で
す
。

　
実
は
こ
の
花
は
、
関
東
以
西
が
主
な
分

布
域
で
、
栄
村
で
は
極
め
て
珍
し
い
樹
木

の
よ
う
で
す
。
中
沢
氏
に
よ
れ
ば
、
ほ
か

に
は
秋
山
地
区
の
２
か
所
で
確
認
し
て
い

る
だ
け
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
今
年
花
を
つ
け
た
株
は
、
こ
の
植
物
園

の
造
成
に
尽
力
さ
れ
た
栄
村
出
身
の
植
物

研
究
者
で
あ
る
故
石
沢
進
先
生
が
、
開
園

れ
以
外
に
も
山
中
で
、
カ
ツ
ラ
の
巨
木
に

出
会
う
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
長
年
の

風
雪
に
耐
え
て
き
た
そ
の
姿
に
圧
倒
さ

れ
、
神
が
宿
っ
て
い
る
よ
う
な
畏
敬
の
念

を
見
る
者
に
抱
か
せ
ま
す
。

　
現
在
、
北
ア
メ
リ
カ
に
あ
る
ブ
リ
ッ
ス

ル
・
コ
ー
ン
パ
イ
ン
と
い
う
マ
ツ
科
の
針

葉
樹
が
、
世
界
で
一
番
長
生
き
の
樹
木
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
樹
齢
５
千
年
以
上
と

思
わ
れ
る
古
木
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　
カ
ツ
ラ
は
、
主
幹
が
枯
れ
て
朽
ち
て
し

ま
っ
て
も
、
そ
の
根
元
か
ら
親
木
の
ク
ロ

ー
ン
で
あ
る
ひ
こ
ば
え
が
再
び
生
長
し
、

大
木
と
な
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
を
考
え

る
と
、
カ
ツ
ラ
は
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
ブ
リ

ッ
ス
ル
・
コ
ー
ン
パ
イ
ン
よ
り
も
長
生
き
、

い
や
永
遠
の
命
を
も
っ
た
樹
木
な
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

今
年
も
栄
村
の
自
然
は
お
も
し
ろ
い
！

　
今
年
も
４
月
半
ば
か
ら
私
た
ち
の
調
査

活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。
ギ
フ
チ
ョ
ウ
を

は
じ
め
、
今
も
村
内
に
残
る
希
少
な
動
植

物
の
現
状
を
探
り
、
次
の
世
代
へ
の
大
切

な
記
録
と
し
て
残
し
て
い
く
予
定
で
す
。

結
果
は
、
こ
の
場
で
随
時
お
伝
え
し
て
い

き
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

（
栄
村
希
少
動
植
物
調
査
員
・
涌
井
泰
二
）

［
参
考
文
献
］

『
眠
れ
な
く
な
る
ほ
ど
お
も
し
ろ
い
植
物
の

話
』
稲
垣
栄
洋

　
日
本
文
芸
社

花びら を持たないフ サザク ラ の花

カ ツラ の花。 こ の花も 、 花びら を持たない

原始的な姿をし ている。

秋山地域の山中で出会っ たカ ツラ の巨木。

ひこ ばえが永遠の命を つなぐ 。
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　 栄中学校の特色の一つに「 学校給食」 があり ます。

栄村の米や野菜や果物、 また郷土食をいただく こ と

ができる給食の時間は、 生徒のみなら ず職員も 心待

ちにし ている時間

です。

　 今年度も 安心安

全な給食を食べら

れるこ と に感謝し

ておいし く いただ

きます。

　 写真は１ 年生の

配膳の様子と ４ 月

1 0 日㈪のメ ニ ュ

ー（ 入学・ 進級御

祝い献立） です。

　 ４ 月６ 日㈭、 入学式を挙行し 、 ７ 名の新入生を迎

えまし た。 入学式では村長より お祝いの言葉をいた

だき、 上級生は歓迎のスピーチや校歌の合唱で新入

生に歓迎の気持ちを表し まし た。

　 温かな雰囲気の入

学式になり ま し た。

栄小学校は新し い仲

間を迎え、 ますます

パワーアッ プし 令和

５ 年度のスタ ート を

切り まし た。

子ども 教育係

　 本年度も 引き続き 「 みんなで学校を創ろ う 」 を開催し

ます。

　 昨年度の話し 合いから 、 数校の学校視察を実施後、 学

校の形態について決定する年度と なり ます。

　 各視察について募集定員が20 名程と なり ますので別

紙にて早めにお申し 込みく ださ い。（ ５ 月25 日㈭鬼無里

小中、 ６ 月2 3 日㈮八坂中・ 美麻小中。 風越学園は日程

調整中）

　 是非本年度も 多く の皆さ んのご参加をお願いし ます。

栄中学校給食よ り令和５ 年度　 入学式【 栄小】

令和5 年度「 みんなで学校を 創ろ う 2 ! 」　 学校視察に行き まし ょ う ！

　『 自学共育！』 栄村教育委員会報 №12
発行： 栄村教育委員会事務局

　 毎年恒例のお楽し み“よも ぎ団子”の季節になり まし た。

　 みんなでよも ぎを摘みに行っ て、 年長さ んと 年中さ んでお団子を作

り まし た。

　「 わ～よも ぎの匂いすごいね。」「 き れいな緑だね。」「 にが―い！」「 手

がベタ ベタ だー！」 と 五感を フ ル活用し てにぎやかにお団子づく り 。

き なこ と あんこ を付けてみんなで美味し く いただきまし た。

　 春ですね…。

北信保育園「 よも ぎ団子づく り 」
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　 今年も 栄村にブッ ポウソ ウが飛来する季節がやっ

てき まし た！

　 自然のブナ林の中でブッ ポウソ ウがすく すく と 育

つのは日本の中で栄村と その周辺地域だけと 考えら

れています。

　 また、 環境省の絶滅危惧種I B 類や長野県の特別

指定希少野生動植物にも 指定さ れており 、 大変珍し

い鳥でも あり ます。

　 青い羽根に白い斑点。 赤いく ちばし 。 その姿はま

さ に森の宝石です。

　 営巣の情報や目撃情報など随時募集し ており ます

ので、 栄村でブッ ポウソ ウを見かけた場合は生涯学

習係までご連絡く ださ い。

　 さ かえスポーツク ラ ブでは、 現在８ つのク ラ ブが

活動し ています。

　 新規加入を希望の方は、 栄村教育委員会事務局ま

でお問い合わせく ださ い。

　 幅広い年齢層の

皆さ んが活躍さ れ

る栄村のスポーツ

活動を盛り 上げて

みませんか？

　 栄村図書室の棚が増設

さ れ、 少し 雰囲気が変わ

り まし た。

　 村民のみなさ まが利用

し やすい 図書室を 目指

し 、 日々整理やレイ アウ

ト を更新し ています！

　 また、 廊下に

ブッ ク リ サイ ク

ルコ ーナーを設

けています。

本年度も

村民みんなで

生涯学習係

　 栄村誌の発刊を受けて、 村誌執筆者によるリ レー

講演会を昨年度より 実施し ており ます。 ３ 回目を５

月2 0日㈯に実施するこ と に決定し まし た。

　 今回は長野県立歴史館学芸部文献史料課長の村石

正行氏により 「 市河文書の世界」 と いう 演題でご講

演いただき ます。

　 村石氏の講演は歴史館でも 人気が高く 、 常に満席

状態になり ます。 かつて栄村を治めていた武家「 市

河氏」、 そし て彼ら が残し た「 市河文書」 と 栄村の

関係はこ の機会にし か聞けませんので、 ぜひ大勢の

皆さ んのご参加をお待ちし ており ます。  

5 月2 0 日　 村誌講演会

栄村公民館図書室から

村鳥　 ブッ ポウソ ウ飛来

スポーツを 楽し も う ！

スポーツク ラ ブ加入者募集

老いも 若き も 　

営巣調査の様子

　 広報さ かえ４ 月号に掲載さ れた栄村歴史文化会館こ ら

っ せの休館日について誤解を 招く 標記をし ており まし た

ので訂正し ます。

誤　 休館日： 日曜及び祝祭日の翌平日

正　 休館日： 月曜日、 祝祭日の翌平日
（ 月曜日が祝祭日の場合は、 火曜日が休館と なり ます。）



●発行／栄村議会　 　 ●責任者／上倉敏夫　 　 ●編集／議会報編集委員会

内容： ◦ 令和５ 年度予算　 ◦ 賛成討論　 ◦ 主な可決案件　 ◦ 令和４ 年度予算推移　 ◦ 意見書１ 件を提出

　 　 　 ◦ 一般質問９ 名　 ◦ 「 栄村防災の日」 学習会報告　 ◦ 議会全員協議会報告

第206 号栄村議会報

　 令和５ 年第１ 回定例議会は３ 月３ 日に開会さ れ、８ 日と ９ 日の２ 日間、

予算特別委員会が開催さ れま し た。

　 慎重審議の結果、 最終日10日に、 一般会計・ 特別会計・ 事業会計全て

全員賛成によ り 可決さ れま し た。

令和５ 年度予算を予算特別委員会で慎重審議し 可決

令和５ 年度

一般会計　 31億1, 500万円　 　 特別会計総額　 9億7, 301万円

公営企業会計

【 一般会計内訳】 （ 単位： 千円）

【 事業会計内訳】 （ 単位： 千円）

【 特別会計内訳】 （ 単位： 千円）

歳　 　 　 入

村 税 170, 440

地 方 譲 与 税 69, 500

地方消費税等交付金 46, 300

地 方 交 付 税 1, 654, 000

分担金及び 負担 金 7, 519

使用料及び 手数 料 36, 533

国 県 支 出 金 351, 288

財 産 収 入 26, 174

寄 附 金 32, 500

繰 入 金 123, 546

繰 越 金 50, 000

諸 収 入 67, 800

村 債 479, 400

合　 　 計 3, 115, 000

事　 業　 名 当初予算

簡 易 水 道 事 業 185, 390

下 水 道 事 業 113, 410

合　 　 計 298, 800

歳　 　 　 出

議 会 費 43, 588

総 務 費 413, 407

民 生 費 445, 065

衛 生 費 213, 780

労 働 費 1, 683

農 林 水 産 業 費 263, 472

商 工 費 532, 933

土 木 費 558, 421

消 防 費 118, 255

教 育 費 173, 939

災 害 復 旧 費 2, 040

公 債 費 328, 417

予 備 費 20, 000

合　 　 計 3, 115, 000

歳入・ 歳出

国 民 健 康 保 険
（ 事業勘定）

234, 580

国 民 健 康 保 険
（ 施設勘定）

113, 939

秋 山 診 療 所 3, 842

後 期 高 齢 者 医 療 30, 326

介 護 保 険 432, 424

介 護 サ ー ビ ス 9, 183

ス キ ー 場 119, 995

ケ ー ブ ル テ レ ビ 28, 721

合　 　 計 973, 010

詳細については、 広報さ かえ４ 月号（ 第4 7 3 号）

６ ページの「 令和５ 年度　 当初予算の概要」 を ご

覧く ださ い。

◆令和5 年 第1 回定例議会◆
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◆松尾 眞　 議員　

　 令和５ 年度栄村一般会計予算案は、 健全財政を 堅持し つつ、 村が直面する 難し い課題に立ち向かう 予算を編成し たも の

である と 、 高く 評価し ま す。

　 宮川村政は、 こ の３ 年間で村財政を 大き く 改善し 、 健全財政の軌道を 敷く こ と に成功し ま し た。 そのメ ルク マールは、

第１ に財政調整基金が約15億５ 千万円確保さ れている こ と であり 、 第２ に、 大き な新規事業のために新たな過疎債を 発行

し ても 、 公債費が10％程度に抑える こ と ができ ている こ と です。

　 そう し て、 新年度令和５ 年度においては、 １ つに、 若者定住の拡大への取組と し て、 令和４ 年度における 横倉新村民住

宅の建設に続き 、 箕作での宅地造成を 実現し よ う と し ていま す。 ２ つに、 北野天満温泉浴室棟の建設です。

　 全国の多く の自治体が公有施設の長寿命化、 整理・ 統合と いう 難題に直面し ていま す。 今回の北野温泉浴室棟建設は、

前村政の積み残し 課題を解決する と 同時に、 公有施設問題の積極的解決にむけて大き く 一歩を 踏み出し たも のと 評価でき

ま す。

　 ３ つに、 物価、 と く に電力料金の高騰への対処です。 こ れは、 各家庭にと っ て大き な問題である と と も に、 行政の遂行

にと っ ても 、 需用費の増大と いう 形で大き な問題になっ ていま す。 国の対策が必ずし も 有効に機能し ていない中で、 村は

自ら の財政運営能力の発揮によ っ て、 き っちり と 対応し ていま す。

　 ４ つに、 会計年度任用職員の社会保険・ 雇用保険制度の拡充に伴う 人件費の増大です。 こ れは、 いわゆる 非正規雇用の

待遇改善に資する も のであり 、栄村のよ う な農村社会にも 忍び込む新自由主義によ る 格差増大の現実を 改善する も のです。

　 以上、 主要な４ 点のみについて述べま し たが、 難し い課題に立ち向かう 方針を明確に打ち出し たも のと し て、 令和５ 年

度一般会計予算案を高く 評価する も のであり ま す。

　 そのう えで、今次予算の質疑を通じ て、私たちが直面する 課題も 浮き 彫り になったこ と を、２ 点、指摘し たいと 思いま す。

　 １ つは、 集落機能を ど う 維持し ていく かと いう 課題です。

　 宮川村政が２ 年目に踏み込んだ農政課、 と く に農村振興係がイ ニシアティ ブを発揮する こ と が求めら れ、 集落支援交付

金等で集落施策に責任をも つ総務課が大き な責任を有する 課題です。

　 し かし 、 予算審議では、 両課から は踏み込んだ答弁・ 提起はみら れま せんでし た。 その一方で、 定住促進係を 所管する

建設課、 公民館を 所管する 教育委員会から は突出し た施策・ 予算が提示さ れま し た。

　 ま た、 予算案と は直接の関係はあり ま せんが、 秋山のR M O をめぐ る 衝撃的な問題がこ の間、 出てき ていま す。

　 村長が言う よ う に、「 跳びだし た部分」 がある こ と は肯定的に捉える 必要がある のだと 考えま すが、 デコ ボコ 感は否め

ま せん。

　「 跳びだし た部分」 を 包み込みつつ、 基幹を 担う 部署がし っ かり し て、 集落機能の維持、 いいかえれば、 集落の消極的

防衛ではなく 、 集落間連携を 展望し た地域づく り へ、 施策の総合性・ 一体性を し っ かり 打ち立てていく こ と が求めら れて

いま す。

　 ２ つは、 観光政策のし っかり し た確立です。

　 予算審議では観光政策の論議が深ま ら なかった感が強いと 言わざる を えま せん。

　 その中で、 総務課長から 観光協会について踏み込んだ答弁があり ま し た。 観光協会の総会に５ ～６ 人の出席し かないと

いう のは協会と し ての体を成し ていないと 言わざる をえま せん。 こ こ を 打開する こ と を突破口と し て、 村の観光政策の全

面的立て直し への踏み込みを 求めたい。

　 と く に、 ス キー場についてですが、 栄村にと っ て不可欠の施設です。 し かし 、 同時に、 質疑を通じ て、 維持を 可能にし

ていく ポジティ ブな像を描けていないこ と を 痛感さ せら れま し た。 向こ う １ 年、 ス キー場をめぐ る 積極的施策を 編み出し

ても ら いたいと 思いま す。

　 最後に、 われわれ議会の責任と 決意をのべておき たいと 思いま す。

　 いま 述べた課題、 行政だけに責を問う 訳ではあり ま せん。

　 議員・ 議会も ま た、 村が直面する 課題にど う 立ち向かっていく のか、 村民の声を 受けと め、 考え、 提案し 、 行政と の議

論を責任を も って進めていかなければなり ま せん。 率直かつ厳し い議論を責任をも って進めていく 決意です。

　 以上のよ う な予算審議の総括と 課題の認識をも って、 予算案に賛成し 、 すべての議員のみなさ んが是非と も 賛成下さ る

よ う に訴えて、 賛成討論と し ま す。

令和５ 年度

一般会計予算： 賛成討論

３ 月10日最終日、 令和５ 年

度一般会計予算について賛

成討論があり まし た。



＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ （ 14）栄 村 議 会 報令和５ 年５ 月１ 日

令和5 年３ 月定例会　 主な可決案件

案　 件　 名 内　 　 容

◆令和４ 年度　 栄村一般会計補正予算

（ 第７ 号）

・ 減債基金、 教育基金他への基金積立： 150, 480千円

・ 道路除雪費で、 燃料費高騰による追加、 消雪パイ プ電気料高騰による追

加、 除雪車の修繕料など： 16, 000千円

・ 緊急治水プロジェ ク ト 事業に伴う 、 測量設計委託料の追加、 宅地造成事

業等工事請負費の減額など： ▲27, 000千円他

・ 補正額： 143, 953千円

◆令和４ 年度　 栄村国民健康保険特別

会計（ 事業勘定） 補正予算（ 第２ 号）

・ 県特別交付金確定により 、 診療所並びに歯科診療所への運営費操出金：

7, 170千円

・ 国保事業費給付金の納付金確定により 一般被保険者医療費給付金と 後期

高齢者支援金等給付金の減額、 介護給付金の追加： ▲41千円

・ 補正額： 7, 129千円

◆令和４ 年度　 栄村国民健康保険特別

会計（ 施設勘定） 補正予算（ 第４ 号）

・ 内科医師の休日ワク チン接種にかかる報酬と 人事院勧告に伴う 職員の給

与改定

・ 補正額： 1, 786千円

◆令和４ 年度　 栄村秋山診療所特別会

計補正予算（ 第２ 号）

・ オンラ イ ンシステム機器の生産が間に合わず、 今年度中の納入が見込め

ないため、 こ れにかかる経費605千円を翌年度に繰り 越すも の

・ 繰越額： 605千円

◆令和４ 年度　 栄村後期高齢者医療特

別会計補正予算（ 第１ 号）

・ 普通徴収保険料が増額見込みのため、 後期高齢者医療広域連合への納付

金を追加計上し たも の

・ 補正額： 800千円

◆令和４ 年度　 栄村介護保険特別会計

補正予算（ 第３ 号）

・ 人事院勧告による職員給与の追加計上： 199千円

・ 繰越金の余剰分を基金に積み立てるも の： 1, 366千円

・ 補正額： 1, 565千円

◆令和４ 年度　 栄村介護サービス特別

会計補正予算（ 第２ 号）

・ 会計年度任用職員の報酬不足のため： 91千円

・ 電気料高騰のため： 120千円

・ 補正額： 211千円

◆令和４ 年度　 栄村簡易水道事業会計

補正予算（ 第４ 号）

・ 電気料高騰による水道施設の電気料： 600千円

・ 給与改定による職員の人件費： 73千円

・ 補正額： 673千円

◆栄村特別職の職員で非常勤のも のの

報酬及び費用弁償に関する条例の一

部を改正する条例の制定について

・ 栄村消防団員等の年額報酬を引き上げる改正を行う も の

・ 団　 長： 200, 000円・ 副団長： 130, 000円

　 分団長： 114, 000円・ 部　 長： 60, 000円

　 班　 長： 45, 000円・ 団　 員： 36, 500円

・ 令和5 年４ 月１ 日から 施行する

◆一般職の職員の給与に関する条例の

一部を改正する条例の制定について

・ 人事院勧告に基づいて、 職員の期末手当及び勤勉手当の支給率を0. 1月

分引き 上げる一般職の職員の給与に関する条例の一部を 改正するも の。

こ れに併せて、 特別職並びに栄村議員の期末手当を0. 05月分引き上げる

内容の改正を行う も の

◆栄村個人情報の保護に関する法律施

行条例の制定について

・ 令和３ 年5 月に個人情報保護法が改正さ れ、 令和5 年４ 月１ 日から は、

栄村も こ の新法（ ガイ ド ラ イ ンや事務対応ガイ ド ） に基づく 運用と なる

ため条例を制定するも の

◆栄村情報公開・ 個人情報保護審査会

条例の制定について

・ 令和３ 年5 月に個人情報保護法が改正さ れ、 令和5 年４ 月１ 日から は、

栄村も こ の新法（ ガイ ド ラ イ ンや事務対応ガイ ド ） に基づく 運用と なる

ため、 必要な審査会の設置及び組織並びに調査審査の手続き等について

定めるも の
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◆栄村議会個人情報保護条例の制定に

ついて

・ 令和３ 年5 月に個人情報保護法が改正さ れ、 令和5 年４ 月１ 日から は、

栄村も こ の新法（ ガイ ド ラ イ ンや事務対応ガイ ド ） に基づく 運用と なる

が、 地方議会は新法の適用外と さ れているため、 新たに単独で条例を制

定するも の

◆栄村公文書の公開に関する条例の一

部を改正する条例の制定について

・ 令和３ 年5 月に個人情報保護法が改正さ れ、 令和5 年４ 月１ 日から は、

栄村も こ の新法（ ガイ ド ラ イ ンや事務対応ガイ ド ） に基づく 運用と なる

ため、 関係する条文を改正するも の

◆栄村消防団の設置に関する条例の一

部を改正する条例の制定について

・ 条例の見直し 作業を行っ ていたと こ ろ、 修正が必要な箇所が見受けら れ

条例改正を行う も の

・ 改正前： 第１ 条

　 消防組織法第９ 条の規定により 、 消防団を設置する。

・ 改正後： 第１ 条

　 消防組織法第18条第１ 項に規定する消防団の設置、 名称及び区域につい

ては、 こ の条例の定めると こ ろによる。 など

◆資金積立基金条例の一部を改正する

条例の制定について

・ 効率的な基金管理を行う ため、 教育委員会部局に複数ある基金「 栄村義

務教育施設整備基金」「 栄村保育所施設整備基金」「 栄村科学教育振興基

金」「 栄村教育文化振興基金」について、一つの基金にまと めて、新たに「 教

育基金」 を創設するために改正を行う も の

◆栄村克雪対策基金の設置、 管理及び

処分に関する条例の一部を改正する

条例の制定について

・ 屋根の改修に貸し 付けている最大300万円の基金、 総額１ 億7, 000万円あ

り 、 その内貸付額約2, 100万円。 令和４ 年度は１ 軒300万円の貸付があっ

たが、 令和２ 年、 ３ 年は希望が無かっ た。 こ のこ と から １ 億２ 千万円を

取崩し 、 減債基金、 教育基金へそれぞれ6, 000万円ずつ積み立てるため

に条例改正を行う も の

◆栄村民住宅の設置及び管理に関する

条例の一部を改正する条例の制定に

ついて

・ 現在（ ３ 月10日現在） 横倉に建設中の村民住宅の名称、位置などを栄村民

住宅の設置及び管理に関する条例に加える一部改正条例を制定するも の

◆栄村越後湯沢駅前駐車場の設置及び

管理に関する条例の一部を改正する

条例の制定について

・ 栄村と 津南町で設置・ 管理をし ている越後湯沢駅前駐車場の使用料を１

日当たり 500円から 600円に改定するも の

◆令和４ 年度　 栄村村民住宅建設工事

請負契約の締結についての議決の一

部変更について

・ 工事に用いるコ ンク リ ート 単価の値上がり 等により 、 工事費を264万円

増に変更するも の

・ 契約金額： 220, 000千円→222, 640千円

◆秋山辺地に係る総合整備計画の変更

について

・ 令和5 年度から の事業に計画し ている村道上野原岐線舗装改修と 村道屋

敷線道路改良を新たに辺地の総合整備計画書に追加するも の

◆栄村観光レク リ エーショ ン施設（ 保

養センタ ー雄川閣） の指定管理者の

指定について

・ 指定管理者の名称： 株式会社　 ヤド ロク

・ 指定の期間： ２ 年間（ 令和5 年４ 月１ 日～令和７ 年３ 月31日まで）

―発議第１ 号―

◆栄村自然環境保護条例の全部を改正

する条例の制定について

・ 令和２ 年度から 栄村希少動植物調査が進めら れている。 その調査に対し

て希少動植物等の保護の必要性、 切迫性が明ら かになっ ている。 現行の

栄村自然環境保護条例は開発規制が主たる目的と なっ ていて、 そう し た

希少動植物等の保護には充分備えがないと いう こ と から 条例の改正をす

るも の。 生物多様性、 生態系、 景観の保全の必要性と その保護のための

措置を定めるも の

―追加議案―

◆令和４ 年度　 栄村一般会計補正予算

（ 第８ 号）

・ 指定管理事業者に対する令和４ 年度電気料高騰に伴う 支援金（ 令和３ 年

度から の増額分）

・ 補正額： 5, 100千円
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◆令和４ 年度　 栄村予算推移◆

区　 　 分 当初予算 4 月補正 6 月補正 9 月補正
10月18日

専決・補正
12月補正 3 月補正 予算総額 増減額 増減率％ 構成比

一 般 会 計 2, 895, 000 73, 447 59, 241 16, 426 43, 752 39, 088 149, 053 3, 276, 007 381, 007 113. 16

特　 別　 会　 計

国 民 健 康 保 険

（ 事業勘定）
227, 545 11, 811 7, 129 246, 485 18, 940 108. 32 24. 9%

国 民 健 康 保 険

（ 施設勘定）
122, 527 4, 400 1, 926 1, 358 1, 786 131, 997 9, 470 107. 73 13. 3%

秋 山 診 療 所 3, 919 605 4, 524 605 115. 44 0. 5%

後期高齢者医療 30, 466 800 31, 266 800 102. 63 3. 2%

介 護 保 険 406, 979 4, 667 1, 565 413, 211 6, 232 101. 53 41. 7%

介 護 サ ー ビ ス 7, 869 250 211 8, 330 461 105. 86 0. 8%

ス キ ー 場 112, 414 700 2, 950 116, 064 3, 650 103. 25 11. 7%

ケーブルテレビ 30, 275 2, 145 7, 170 39, 590 9, 315 130. 77 4. 0%

特 別 会 計 合 計 941, 994 991, 467 49, 473 105. 25

公 営 企 業 会 計

簡 易 水 道 事 業 110, 522 26, 830 3, 906 400 673 142, 331 31, 809 128. 78

下 水 道 事 業 16, 677 16, 677 0 100. 00

公営企業会計合計 127, 199 159, 008 31, 809 125. 01

単位： 千円

意見書を１ 件提出

件　 　 名 意 見 書 内 容 送 付 先

普天間基地周辺を

取り 巻く 空・ 水・

土の安全の保障を

求める意見書

　 沖縄県において、 米軍機による落下物事故及び低空飛行・ 騒音の被害が

生じ ているこ と は周知の事実である。 特に、 市の真ん中に普天間飛行場を

抱える宜野湾市においては、 その影響が大きい。 そこ では市民の生命や安

全が脅かさ れ、 学童・ 園児の学びに影響が出ていると いう 現実がある。

　 沖縄・ 宜野湾市においては、 2004年８ 月の沖縄国際大学構内への米軍ヘ

リ 墜落事故、 2017年12月に緑ヶ 丘保育園にて米軍機のも のと みら れる部品

が落下し た事故等、 事故などが相次いで生じ ている。

　 また、 宜野湾市の水道水や湧き 水から 有機フ ッ 素化合物PFASが検出さ

れ、 さ ら に2022年８ 月の市民グループによる調査では普天間第二小の土壌

から 最大で米国基準値29倍のPFASが検出さ れた。 こ れは「 わが国全土に

渡っ て」 保証さ れるはずの自由と 平等がないがし ろにさ れている状況であ

ると 言わざるを得ない。

　 日米両政府は、 普天間飛行場周辺で学校や病院などの上空飛行を避ける

場周経路の設定で合意し ている。 こ の場周経路を遵守し 、 宜野湾市民の空

の安全を確保するこ と に努めるべき である。 また、 水や土の汚染について

も 早急に対応すべき である。

　 よっ て、 栄村議会は次のこ と について要請する。

①　 学校上空（ 普天間小、 普天間第二小、 緑ヶ 丘保育園） の飛行禁止

②　 日本政府、 沖縄県、 宜野湾市の責任において、 普天間第二小学校内の

土壌調査の実施及びPFAS汚染特定箇所の土壌の入れ替えを行う こ と

③　 普天間を取り 巻く 空・ 水・ 土の安全を保障するこ と

衆議院議長

参議院議長

内閣総理大臣

内閣官房長官

外務大臣

防衛大臣

環境大臣

文部科学大臣

厚生労働大臣

内閣府特命担

当大臣
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周
辺
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
湧
水
、
ホ
タ

ル
の
生
育
環
境
の
生
か
し
方
、
学
問
の
湯
の

イ
メ
ー
ジ
を
増
幅
さ
せ
る
看
板
の
設
置
等
構

想
を
固
め
て
計
画
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
。

教
育
長

栄
村
自
然
植
物
園
は
、
村
域

に
自
生
す
る
希
少
種
、
北
限
、

南
限
等
、
特
徴
的
な
植
物
を
観
察
で
き
る
場

所
と
し
て
平
成
19
年
か
ら
育
成
整
備
活
動
が

始
ま
り
、
希
少
種
の
観
察
や
昆
虫
も
観
察
で

き
る
場
と
な
っ
て
い
る
。

　
今
後
の
計
画
は
、
今
、
自
生
す
る
植
物
の

位
置
や
種
類
、
開
花
時
期
等
分
か
り
易
く
誰

も
が
楽
し
め
る
植
物
園
を
目
指
し
整
備
を
進

め
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

質
問

観
光
施
策
と
し
て
、
旅
人
の
心
に

イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
残
雪
と
山
々

の
景
観
等
、
身
近
な
観
光
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

村
長

栄
村
の
特
徴
は
雪
。
こ
の
雪
を
生

か
し
た
観
光
づ
く
り
も
考
え
る
。

質
問

観
光
施
策
は
自
然
の
活
用
と
人
材

を
生
か
し
た
取
り
組
み
が
大
切
。

生
産
か
ら
消
費
を
応
援
す
る
栄
村
観
光
案
内

人
な
ど
の
人
材
育
成
の
予
算
措
置
を
図
り
、

賑
や
か
な
富
を
呼
ぶ
村
民
主
人
公
の
観
光
へ

の
村
の
あ
り
方
に
つ
い
て
。

村
長

観
光
事
業
者
、
地
域
の
方
々
等
と

協
力
し
、
栄
村
の
観
光
が
今
よ
り

少
し
で
も
発
展
、
振
興
を
進
め
る
た
め
に
人

材
育
成
は
大
事
で
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
こ
と

も
含
め
一
歩
前
進
で
き
る
取
り
組
み
を
進
め

る
。

か
け
た
り
、
村
に
い
い
講
師
を
呼
ん
で
勉
強

会
と
か
様
々
な
企
画
を
で
き
る
よ
う
に
年
間

１
，
０
０
０
万
円
ぐ
ら
い
村
長
裁
量
で
出
費

で
き
る
予
算
枠
を
設
け
る
考
え
は
な
い
か
。

村
長

審
議
会
の
年
齢
構
成
、
男
女
比
、

審
議
会
の
中
身
、
必
要
性
、
役
割

に
つ
い
て
、
改
革
の
意
思
を
強
く
し
て
臨
ん

で
い
く
。
若
手
職
員
を
審
議
会
等
の
委
員
に

と
い
う
こ
と
も
大
い
に
検
討
を
し
て
い
い
と

思
う
。

　
研
修
や
勉
強
の
機
会
を
若
い
と
き
に
持

つ
こ
と
は
大
変
重
要
だ
と
理
解
し
て
い
る
。

１
，
０
０
０
万
円
は
難
し
い
と
思
う
。
ま
た
、

職
員
が
非
常
に
少
な
い
中
で
業
務
を
こ
な
し

て
い
る
こ
と
も
事
実
で
、
職
員
体
制
と
の
バ

ラ
ン
ス
を
考
え
な
が
ら
、
是
非
、
刺
激
を
受

け
て
違
う
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
に
、
検
討

し
て
い
く
。

総
務
課
長

各
種
審
議
会
の
委
員
の
若

返
り
等
に
つ
い
て
は
、
村

長
か
ら
す
で
に
指
示
が
出
て
い
る
。

　
会
議
を
夜
間
に
行
う
よ
う
に
し
、
勤
め
て

い
る
方
で
も
出
席
し
や
す
い
環
境
を
整
え
る

対
応
を
取
る
つ
も
り
で
進
め
て
い
る
。

　
委
員
へ
の
若
手
の
職
員
の
採
用
は
、
規
制

が
な
い
も
の
で
あ
れ
ば
大
い
に
登
用
す
べ
き

だ
。
研
修
制
度
、た
し
か
に
以
前
は
あ
っ
た
。

私
も
１
週
間
出
か
け
た
経
験
が
あ
る
。
研
修

に
出
や
す
い
環
境
を
つ
く
る
こ
と
も
大
事
だ

と
思
う
。

質
問

令
和
５
年
度
当
初
予
算
の
概
要
が

示
さ
れ
、
北
野
天
満
温
泉
の
改
修

総
事
業
費
は
２
億
８
，
３
９
０
万
円
程
に
な

っ
て
い
る
が
、
財
源
内
訳
を
伺
う
。

商
工
観
光
課
長

令
和
５
年
度
予
算

ベ
ー
ス
で
、
建
設

工
事
費
が
２
億
５
，
０
０
０
万
円
、
施
行
管

理
業
務
で
５
７
５
万
円
。
そ
の
う
ち
過
疎
債

を
２
億
５
，
０
０
０
万
円
予
定
し
て
い
る
。

質
問

北
野
天
満
温
泉
の
大
型
改
修
を
観

光
の
良
き
き
っ
か
け
と
捉
え
、
東

部
地
区
の
観
光
政
策
に
力
を
加
え
、
賑
や
か

な
富
を
呼
ぶ
道
路
、
景
観
、
植
物
園
、
湧
水
、
公

園
の
ホ
タ
ル
等
、
周
辺
環
境
整
備
の
計
画
は
。

村
長

道
路
整
備
に
つ
い
て
は
、
秋
山
郷

森
宮
野
原
停
車
場
線
か
ら
土
合
橋

ま
で
の
未
改
良
区
間
の
道
路
改
良
を
令
和
５

年
度
に
完
成
し
た
い
計
画
。

松
尾

村
長
は
「
若
い
人
た
ち
が
動
き
出

し
て
い
る
、
そ
れ
を
受
け
入
れ
る

お
お
ら
か
な
農
村
社
会
で
あ
り
た
い
」
と
述

べ
た
が
、
村
長
の
決
意
を
問
う
と
い
う
こ
と

で
、
３
つ
の
こ
と
を
提
案
し
た
い
。

　
一
つ
目
、
村
の
各
種
の
審
議
会
は
高
齢
の

人
が
ほ
と
ん
ど
。
こ
れ
を
、
構
成
員
の
半
数

は
若
者
、
か
つ
、
男
女
が
同
数
の
構
成
に
す

る
考
え
は
な
い
か
。

　
二
つ
目
、
役
場
の
若
手
職
員
は
村
の
若
者

層
の
塊
だ
。
役
職
に
就
い
て
な
い
若
手
の
職

員
が
審
議
会
も
含
め
て
、
村
の
様
々
な
場
に

出
て
い
け
る
よ
う
に
し
な
い
か
。

　
三
つ
目
、
豊
か
な
想
像
力
や
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
生
か
す
た
め
に
、
若
者
が
外
に
研
修
に
出

村　 長

村　 長

一
歩
前
進
が
で
き
る
よ

う
取
り
組
み
を
進
め
る
。

改
革
の
意
思
を
強
く
し

て
臨
ん
で
い
く
。

人
材
を
生
か
し
た

観
光
施
策
を
。

村
長
は
「
若
い
力
が
必
要
」
と

新
春
寄
稿
で
述
べ
て
い
る
。
若
い

力
を
活
か
し
て
い
く
た
め
の
具

体
策
に
つ
い
て
決
意
を
尋
ね
る
。

島
田
伯
昭
議
員

松
尾

　
眞
議
員

富
を
呼
ぶ
北
野
天
満
温
泉
施
設

改
修
と
観
光
施
策
に
つ
い
て

「
お
お
ら
か
な
農
村
社
会
」
へ

踏
み
出
す
村
長
の
決
意
を
伺
う
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質
問

道
踏
み
支
援
で
は
、
将
来
に
向
け

て
人
力
に
も
限
界
が
あ
る
。
散
水

等
、
人
に
頼
ら
な
い
研
究
を
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
、
考
え
を
伺
う
。

村
長

井
戸
水
、
沢
水
で
散
水
し
て
い
る

地
域
等
あ
る
が
、
地
域
の
実
情
、地

形
等
色
々
あ
る
。人
力
、
行
政
に
も
限
界
が
あ

る
の
で
、
地
域
に
と
っ
て
ど
う
い
う
こ
と
が

出
来
る
の
か
等
真
剣
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

質
問

観
光
の
在
り
方
は
、
文
化
の
メ
ニ

ュ
ー
、
農
業
と
観
光
、
Ｉ
Ｔ
、
情

報
発
信
等
色
々
あ
る
が
、
栄
村
の
観
光
に
は

村
民
と
地
域
資
源
の
魅
力
は
欠
か
せ
な
い
。

観
光
の
核
と
な
る
考
え
を
伺
う
。

村
長

栄
村
の
観
光
は
秋
山
郷
を
核
と
し

て
、
豊
か
な
自
然
、
温
泉
、
地
域

の
暮
ら
し
や
歴
史
な
ど
多
く
の
観
光
資
源
に

恵
ま
れ
、そ
れ
ら
を
生
か
し
た
誘
客
が
必
要
。

　
山
岳
観
光
で
は
、
信
越
ト
レ
イ
ル
が
苗
場

山
ま
で
延
伸
さ
れ
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
る
。

　
村
の
温
泉
施
設
は
老
朽
化
が
進
み
多
大
な

修
繕
費
が
か
か
っ
て
い
る
。
特
に
北
野
温
泉

の
改
修
は
東
部
地
区
の
象
徴
的
存
在
と
し
て

再
構
築
し
た
い
。

　
栄
村
の
特
徴
は
豪
雪
。こ
れ
を
雪
の
魅
力
と

し
て
誘
客
す
る
と
い
う
の
が
大
き
な
テ
ー
マ

だ
と
思
う
。民
間
の
力
を
最
大
限
に
活
用
し
、

世
界
か
ら
お
客
様
を
呼
べ
る
運
営
力
が
必
要
。

で
、
車
の
行
き
違
い
が
で
き
な
い
個
所
も
あ

る
。
栄
村
と
津
南
町
を
繋
ぐ
志
久
見
橋
で
災

害
が
発
生
し
た
場
合
も
、
迂
回
路
と
し
て
の

利
用
が
考
え
ら
れ
る
。
重
要
な
生
活
道
路
、

農
業
道
路
で
あ
る
が
、
災
害
時
に
も
利
用
さ

れ
る
道
路
で
あ
り
、
改
良
の
必
要
な
個
所
は

多
く
残
っ
て
い
る
。
要
望
活
動
、
早
期
改
良

に
つ
い
て
伺
う
。

村
長

貝
廻
坂
の
改
良
が
終
わ
り
、
残
り

の
改
良
区
間
は
原
向
か
ら
長
瀬
そ

し
て
津
南
町
加
用
ま
で
の
県
境
部
分
と
な
っ

た
。
迂
回
路
の
役
割
も
説
明
し
な
が
ら
県
に

要
望
活
動
を
続
け
て
き
て
い
る
。
具
体
的
改

良
計
画
等
々
に
つ
い
て
も
要
望
を
行
っ
て
い

く
。建

設
課
長

要
望
活
動
は
、
県
建
設
部

長
に
飯
山
市
と
合
同
要
望

会
と
い
う
形
で
毎
年
行
っ
て
い
る
。
昨
年
11

月
に
要
望
活
動
を
実
施
し
て
い
る
。
県
の
回

答
は
、
「
状
況
を
見
な
が
ら
進
め
て
い
き
た

い
」
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
今
後
も
引
き
続

き
要
望
し
て
い
く
。

桑
原

昨
今
の
異
常
気
象
、
災
害
の
多
さ

に
つ
い
て
は
ご
存
じ
の
と
お
り
だ

が
、
い
つ
何
時
あ
の
よ
う
な
災
害
が
起
こ
る

か
わ
か
ら
な
い
。
県
道
長
瀬
横
倉
停
車
場
線

を
利
用
す
る
住
民
の
生
活
道
路
、
農
業
道
路

の
安
全
対
策
と
、
災
害
発
生
時
に
お
け
る
交

通
の
確
保
の
上
で
も
、
そ
の
地
域
で
生
活
し

て
い
る
住
民
の
気
持
ち
に
な
っ
て
考
え
て
い

た
だ
き
た
い
。

質
問

秋
山
地
区
の
デ
マ
ン
ド
バ
ス
は
、

朝
一
番
の
津
南
病
院
直
通
が
運
行

さ
れ
て
い
る
。
病
院
か
ら
の
帰
り
の
便
を
希

望
す
る
声
が
あ
る
。
ま
た
、
森
宮
野
原
駅
か

ら
津
南
病
院
ま
で
の
南
越
後
交
通
バ
ス
と
の

接
続
が
悪
く
、
駅
で
の
待
ち
時
間
が
多
く
冬

季
間
は
寒
い
思
い
を
す
る
の
で
改
善
で
き
な

い
か
。

村
長

昨
年
９
月
に
津
南
町
長
と
南
越
後

観
光
バ
ス
本
社
へ
出
向
き
、
切
明

発
９
時
の
デ
マ
ン
ド
バ
ス
を
大
割
野
へ
直
行

で
き
る
よ
う
に
要
望
し
、
４
月
か
ら
運
行
の

見
通
し
が
つ
い
た
。

　
路
線
バ
ス
と
の
接
続
に
つ
い
て
は
、
津
南

町
の
通
勤
通
学
等
の
関
係
も
考
慮
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
う
の
で
、
こ
れ
か
ら
津
南

町
と
協
議
し
な
が
ら
利
便
性
の
改
善
に
努
め

た
い
。

質
問

平
成
29
年
の
長
瀬
～
笹
原
間
土
砂

災
害
時
に
、
迂
回
路
と
し
て
冬
期

間
使
用
し
た
際
に
、
急
遽
安
全
性
を
考
慮
し

て
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設
置
等
し
た
が
、
抜

本
的
な
解
決
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
地
元
の

皆
さ
ん
や
温
泉
客
な
ど
通
行
さ
れ
る
皆
さ
ん

か
ら
は
「
怖
い
」
「
危
険
」
な
ど
の
苦
情
や

心
配
の
声
が
多
く
あ
っ
た
。
ま
た
、
児
童
送

迎
に
使
用
し
て
い
た
越
後
交
通
の
バ
ス
の
運

行
は
、
迂
回
路
を
通
行
す
る
こ
と
は
危
険
と

い
う
こ
と
か
ら
送
迎
は
長
瀬
ま
で
と
な
り
、

役
場
で
北
野
方
面
の
送
迎
を
行
っ
て
い
た
。

こ
の
冬
も
倒
木
が
あ
り
一
時
通
行
止
め
に
な

る
ほ
ど
大
変
危
険
な
道
路
で
あ
る
。

　
ま
た
、
５
０
７
号
線
交
差
点
か
ら
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
を
通
り
津
南
町
加
用
へ
向
か
う

間
も
、
道
幅
が
狭
く
急
こ
う
配
、
急
カ
ー
ブ

村　 長

村　 長

秋
山
郷
を
核
と
し
て
、

多
く
の
観
光
資
源
を
生

か
し
た
誘
客
が
必
要
。

県
に
引
き
続
き
要
望
活

動
を
続
け
て
い
く
。

栄
村
の
観
光
の
核
と

な
る
考
え
を
伺
う
。

県
道
４
０
７
号
線
、

５
０
７
号
線
の
早
期

改
良
に
つ
い
て
。

相
澤
博
文
議
員

桑
原
武
幸
議
員

デ
マ
ン
ド
バ
ス
に
つ
い
て

冬
季
道
踏
み
支
援
に
つ
い
て

観
光
に
つ
い
て

県
道
４
０
７
号
線
長
瀬
横
倉
停

車
場
線
の
改
修
計
画
に
つ
い
て
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村
長

米
価
を
取
り
巻
く
状
況
は
厳
し
い

と
認
識
し
て
い
る
。
農
家
の
作
付

け
意
欲
が
落
ち
な
い
よ
う
に
、
支
援
事
業
や

農
家
の
喜
び
に
ダ
イ
レ
ク
ト
に
伝
わ
っ
て
く

る
も
の
が
意
欲
に
繋
が
る
と
思
う
。
そ
の
中

で
、
営
農
組
織
の
皆
さ
ん
も
他
の
地
域
の
皆

さ
ん
と
も
一
緒
に
な
っ
た
り
、
消
費
者
と
交

流
を
持
ち
、
広
が
り
を
持
っ
て
集
落
の
将
来

像
を
描
く
こ
と
が
大
事
で
、
外
部
の
人
た
ち

と
の
関
係
づ
く
り
を
強
め
て
い
く
こ
と
も
必

要
と
思
う
。

　
新
た
な
提
案
は
維
持
費
も
含
め
て
か
な
り

の
経
費
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、
広
域
的
な
営

農
組
織
の
拡
大
、
決
断
、
結
束
な
ど
の
動
き

具
合
が
大
事
で
、
そ
う
い
っ
た
も
の
が
村
中

関
係
す
る
も
の
だ
と
思
う
の
で
、
し
っ
か
り

で
き
れ
ば
実
現
へ
の
可
能
性
に
向
け
て
今
後

更
に
検
討
し
て
い
い
と
思
う
。

質
問

コ
ロ
ナ
対
策
の
転
換
に
向
け
て

「
今
後
は
社
会
経
済
活
動
、
集
落

の
再
始
動
に
向
け
て
舵
取
り
を
進
め
て
い

く
」
と
あ
る
が
、
な
か
な
か
一
歩
が
踏
み
出

せ
な
い
村
民
に
対
し
て
の
考
え
は
。

村
長

村
民
の
皆
さ
ん
が
張
り
合
い
の
あ

る
毎
日
が
送
れ
、
次
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
繋
が
る
よ
う
に
徐
々
に
静
か
ら
動
へ
、

そ
ん
な
ム
ー
ド
を
醸
成
し
て
い
き
た
い
。

の
高
騰
が
続
く
中
で
、
村
内
農
家
の
皆
さ
ん

の
生
産
意
欲
や
優
良
米
の
生
産
を
継
続
し
て

行
け
る
よ
う
に
引
き
続
き
実
施
し
た
い
と
思

う
。質

問

栄
村
の
小
中
学
生
は
、
計
60
人
。

最
近
の
コ
ロ
ナ
禍
や
物
価
高
騰
を

受
け
て
、
２
０
２
２
年
度
に
は
、
国
の
臨
時

交
付
金
を
活
用
し
、
全
国
の
市
町
村
の
約
３

割
が
無
償
化
を
実
施
し
、
２
０
２
３
年
度
も

引
き
続
き
自
主
財
源
で
無
償
化
す
る
自
治
体

も
あ
り
、
給
食
費
の
助
成
の
動
き
が
加
速
し

て
い
る
。
無
償
化
す
る
こ
と
で
、
保
護
者
の

負
担
軽
減
や
、
少
子
化
対
策
、
移
住
定
住
促

進
な
ど
地
域
活
性
化
に
大
い
に
期
待
さ
れ
る

が
、
給
食
費
の
無
償
化
に
つ
い
て
、
見
解
を

伺
う
。

教
育
長

令
和
５
年
度
の
給
食
費
と
し

て
小
学
校
で
約
２
４
３
万
円
、

中
学
校
で
約
１
０
９
万
円
、
合
計
３
５
０
万

円
に
上
り
、
保
護
者
負
担
は
、
６
割
の
２
１
０

万
円
で
あ
る
。
村
と
し
て
、
支
出
で
き
な
い

額
で
は
な
い
と
思
う
が
、
食
育
と
い
う
教
育

的
視
点
か
ら
、
ご
家
庭
に
も
学
校
教
育
に
関

心
を
持
っ
て
頂
き
た
い
願
い
が
あ
る
。
当
村

の
実
態
か
ら
、
今
、
必
要
な
の
か
と
い
っ
た

議
論
も
含
め
、
学
校
給
食
費
の
無
償
化
に
つ

い
て
は
、
も
う
少
し
検
討
を
行
い
た
い
と
考

え
て
い
る
。

質
問

村
の
基
幹
産
業
で
あ
る
稲
作
農
業

は
、
毎
年
の
よ
う
に
米
価
が
下
が

り
続
け
、
現
体
制
で
は
10
年
後
ま
で
の
継
続

は
難
し
い
と
考
え
る
。
国
の
中
山
間
事
業
を

柱
に
最
大
限
の
支
援
を
い
た
だ
い
て
い
る

が
、
村
長
が
言
わ
れ
た
「
農
業
意
欲
の
低
下

が
心
配
」
と
い
う
解
決
策
に
至
っ
て
い
な
い
。

農
業
者
の
意
欲
が
出
る
政
策
と
は
何
か
。

　
一
次
産
業
で
の
販
売
が
基
本
と
な
っ
て
い

る
現
状
で
は
、
赤
字
が
増
え
組
織
運
営
も
き

つ
く
な
る
。
精
米
を
し
て
直
接
販
売
で
き
れ

ば
、
販
売
価
格
を
引
き
上
げ
、
所
得
が
向
上

し
、
更
に
消
費
者
と
直
接
繋
が
る
こ
と
が
で

き
る
。

　
行
政
は
米
価
を
決
め
る
こ
と
は
で
き
な
い

が
、
所
得
を
上
げ
る
た
め
の
体
制
づ
く
り
は

可
能
と
思
う
。
具
体
的
に
玄
米
貯
蔵
庫
と
精

米
、
発
送
が
で
き
る
作
業
施
設
の
整
備
を
し

て
は
ど
う
か
。

質
問

本
村
の
稲
作
は
、
経
営
規
模
が
零

細
な
農
家
が
大
半
で
、
村
全
体
の

作
付
面
積
１
９
７
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
主
に
18
の

地
域
営
農
集
団
は
じ
め
各
農
家
が
取
り
組
ん

で
い
る
。

　
肥
料
等
生
産
資
材
の
高
騰
が
続
く
中
、
農

産
物
価
格
は
、
低
迷
し
て
お
り
、
農
業
経
営

は
厳
し
さ
が
増
し
て
い
る
。
村
独
自
の
米
農

家
支
援
事
業
は
、
生
産
意
欲
の
向
上
、
耕
作

放
棄
の
防
止
に
有
効
な
事
業
で
あ
り
、
継
続
、

拡
充
を
望
む
も
の
で
あ
る
。
今
後
の
取
り
組

み
方
針
に
つ
い
て
伺
う
。

村
長

稲
作
農
家
支
援
事
業
や
優
良
米
の

生
産
振
興
事
業
、
ま
た
、
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
症
対
応
の
交
付
金
活
用
に
よ
る
稲

作
農
家
燃
料
高
騰
対
策
及
び
家
畜
飼
料
等
の

高
騰
対
策
と
し
て
、
家
畜
預
託
利
子
補
給
事

業
を
本
年
度
実
施
し
て
い
る
。
令
和
５
年
度

に
お
い
て
も
、
米
価
の
低
迷
や
資
材
価
格
等

村　 長

村　 長

農
家
の
喜
び
に
ダ
イ
レ
ク

ト
に
伝
わ
っ
て
く
る
も
の

が
意
欲
に
つ
な
が
る
。

継
続
し
て
、
事
業
実
施

に
努
め
て
い
き
た
い
。

農
業
者
の
意
欲
が
出
る

政
策
と
は
。

村
単
米
農
家
支
援
事

業
の
継
続
、
拡
充
を
。

保
坂
良
徳
議
員

保
坂
眞
一
議
員

農
業
に
つ
い
て

施
政
方
針
に
つ
い
て

村
単
米
農
家
支
援
事
業
に
つ
い
て

学
校
給
食
費
の
無
償
化
に
つ
い
て
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村
長

社
会
動
態
で
は
プ
ラ
ス
に
転
じ

た
。
栄
村
か
ら
出
て
行
か
れ
た
人

よ
り
も
入
っ
て
き
て
い
た
だ
い
た
人
が
多
か

っ
た
。

　
こ
れ
は
、
栄
村
に
は
雪
が
多
く
て
も
こ
こ

に
住
ん
で
穏
や
か
な
暮
ら
し
、
栄
村
に
関
心

を
持
っ
た
皆
さ
ん
が
、
空
き
家
バ
ン
ク
の
情

報
や
ら
、
栄
村
で
の
暮
ら
し
方
と
か
、
子
育

て
の
支
援
策
と
か
、
栄
村
の
魅
力
を
知
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
村
か
ら
情
報
を
発
信
し

て
い
く
と
い
う
こ
と
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と

か
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
の
作
成
を
し
て
一
生

懸
命
発
信
を
し
て
き
て
い
る
。

　
空
き
家
バ
ン
ク
に
つ
い
て
は
、
登
録
が
現

在
（
３
月
７
日
現
在
）
７
件
で
、
空
き
家
は

い
っ
ぱ
い
あ
る
け
れ
ど
も
、
空
き
家
バ
ン
ク

へ
の
登
録
に
な
ら
な
い
と
い
う
の
が
実
態
で

あ
る
。

　
村
移
住
を
希
望
さ
れ
る
方
に
は
、
雪
が
多

い
の
で
、
そ
の
こ
と
を
良
く
ご
理
解
い
た
だ

き
、
説
明
し
、
ま
た
集
落
と
の
関
係
に
つ
い

て
、
区
の
作
業
と
か
一
緒
に
や
っ
て
も
ら
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
職
員
が
中
に
入

っ
て
調
整
を
し
な
が
ら
、
相
談
に
乗
っ
た
り

と
い
う
状
況
で
あ
る
。
移
住
さ
れ
る
方
の
不

安
を
出
来
る
だ
け
取
り
除
く
よ
う
丁
寧
に
相

談
に
応
じ
、
ま
た
移
住
し
た
後
も
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
に
努
め
て
い
る
。

建
設
課
長

移
住
者
さ
れ
た
方
が
「
こ

ん
な
は
ず
じ
ゃ
な
か
っ

た
」
と
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
起
き
な
い
よ
う
に
丁

寧
に
説
明
を
し
て
対
応
し
て
い
る
。

る
た
め
、
令
和
６
年
・
８
年
と
２
回
に
分
け

て
改
定
さ
れ
る
予
定
。
課
税
世
帯
に
応
じ
た

軽
減
措
置
も
行
わ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
介
護
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
令
和
６
年
度

か
ら
第
９
期
介
護
保
険
事
業
計
画
と
な
る
た

め
令
和
５
年
度
介
護
保
険
事
業
計
画
の
懇
談

会
等
で
議
論
し
て
い
た
だ
き
、
保
険
料
の
見

直
し
を
行
う
。
介
護
保
険
料
の
基
準
と
な
る

額
は
、
現
行
５
，
７
０
０
円
と
設
定
さ
れ
て

い
る
が
、
給
付
月
額
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、

不
足
分
は
基
金
か
ら
の
繰
入
で
賄
っ
て
い

る
。
こ
の
制
度
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は

今
後
保
険
料
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
料
の
決
定
に
は

関
わ
れ
な
い
が
、
村
は
低
所
得
者
の
均
等
割

り
軽
減
措
置
に
対
し
て
費
用
を
負
担
し
て
い

る
。
保
険
料
を
上
げ
な
い
た
め
に
、
皆
が
元

気
で
医
者
に
か
か
ら
ず
病
院
に
行
か
な
い
こ

と
が
一
番
。
村
で
は
生
活
習
慣
病
健
診
や
各

種
が
ん
検
診
を
実
施
し
早
期
発
見
・
早
期
治

療
を
進
め
て
い
る
。

　
こ
れ
以
上
の
こ
と
は
今
は
言
え
な
い
の
で

ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

民
生
課
長

国
保
税
に
つ
い
て
は
、
世

帯
の
所
得
人
数
に
応
じ
、

所
得
割
・
均
等
割
・
平
均
割
の
３
方
式
で
市

町
村
ご
と
に
設
定
し
て
い
る
。
更
に
世
帯
所

得
に
応
じ
て
軽
減
税
率
が
条
例
に
よ
り
実
施

さ
れ
、
介
護
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
保
険
料

も
軽
減
し
た
処
置
分
を
法
定
内
繰
入
で
一
般

会
計
か
ら
補
填
し
て
い
る
。

　
保
険
料
を
抑
え
る
た
め
に
、
国
保
連
合
会

も
補
助
金
を
出
し
て
、
受
診
率
ア
ッ
プ
、
健

康
で
暮
ら
し
て
い
け
る
対
策
を
実
施
し
て
い

る
。

質
問

総
合
振
興
計
画
の
後
期
基
本
計
画

の
第
一
章
に
「
持
続
可
能
な
村
づ

く
り
」
と
あ
る
。
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化

と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
基
幹
産
業
で
あ
る
「
農

業
」
と
「
観
光
業
」
も
高
齢
化
と
な
り
、
生

産
人
口
が
段
々
と
減
っ
て
、
地
域
を
維
持
し

て
い
く
に
は
大
変
な
状
況
に
な
っ
て
し
ま

う
。
一
般
会
計
予
算
で
も
力
を
入
れ
て
い
る

が
、
村
と
し
て
人
口
減
少
、
空
き
家
対
策
、

移
住
定
住
も
含
め
て
、
ど
の
よ
う
な
考
え
か

伺
う
。

　
ま
た
、
栄
村
で
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
さ

れ
て
い
る
の
は
ど
れ
く
ら
い
あ
る
の
か
。
希

望
者
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
の
時
は
ど
の
よ
う
な

説
明
を
さ
れ
て
い
る
の
か
伺
う
。

質
問

食
費
・
光
熱
水
費
・
燃
料
費
な
ど

の
物
価
上
昇
が
続
い
て
い
る
。
栄

村
の
非
課
税
世
帯
は
、
総
世
帯
数
の
ほ
ぼ
半

数
に
及
び
、
国
民
年
金
受
給
者
は
８
３
７
名

（
４
月
１
日
現
在
）
で
あ
る
。

　
今
後
の
栄
村
の
年
齢
構
成
に
お
け
る
国
民

健
康
保
険
・
介
護
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
の
公
費
負
担
及
び
負
担
額
の
推
移
と

見
直
し
計
画
は
。
ま
た
、
急
激
な
負
担
増
加

を
避
け
る
た
め
の
方
策
は
考
え
て
い
る
か
。

村
長

国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て
は
、

国
保
税
の
統
一
を
目
指
し
令
和
９

年
に
北
信
地
域
（
二
次
医
療
圏
）
の
統
一
が

予
定
さ
れ
て
い
る
。
栄
村
の
国
保
税
は
低
く

抑
え
ら
れ
て
い
る
が
、
急
激
な
上
昇
を
避
け

村　 長

村　 長

不
安
を
取
り
除
く
よ
う

丁
寧
に
相
談
に
応
じ
て

い
る
。

栄
村
は
保
険
率
の
軽
減
を

し
て
お
り
、
こ
れ
以
上
の

こ
と
は
今
は
言
え
な
い
の

で
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

移
住
希
望
者
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
説
明
し
て

い
る
か
。

国
民
健
康
保
険
・
介
護

保
険
・
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
に
つ
い
て

月
岡
利
郎
議
員

魚
田
清
美
議
員

人
口
減
少
と
空
き
家
対
策

（
移
住
定
住
）
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
・
介
護
保

険
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

の
財
政
負
担
に
つ
い
て
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に
積
極
的
に
取
り
組
む
べ
き
。
ま
た
、
歯
科

衛
生
士
が
個
人
宅
で
保
健
指
導
を
行
っ
て
は

ど
う
か
。

村
長

在
宅
医
療
と
予
防
医
療
は
、
患
者

か
ら
の
要
望
が
あ
れ
ば
対
応
す
る

が
要
望
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
あ
ま
り
聞

い
て
い
な
い
。
訪
問
歯
科
診
療
は
患
者
か
ら

の
要
望
が
あ
れ
ば
対
応
で
き
る
。

　
歯
科
医
師
、
介
護
保
険
担
当
者
、
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
等
、
関
係
の
皆
さ
ん
が
意
思
を

揃
え
て
、
患
者
が
喜
ん
で
も
ら
え
る
形
が
出

来
れ
ば
い
い
と
思
う
。

民
生
課
長

訪
問
診
療
の
実
績
と
し
て

は
、
平
成
25
年
に
３
件
、

平
成
27
年
に
１
件
、
令
和
元
年
に
１
件
と
、

あ
ま
り
多
く
な
い
。
訪
問
診
療
の
た
め
の
機

械
は
用
意
し
て
あ
る
の
で
、
歯
科
衛
生
士
に

は
、
「
い
つ
で
も
要
望
が
あ
れ
ば
対
応
で
き

る
よ
う
に
機
械
を
整
備
し
、
直
ぐ
使
え
る
よ

う
に
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
」
と
話
し
て
い

る
。

　
ま
た
、
健
康
増
進
事
業
の
一
環
と
し
て
、

無
料
の
歯
科
検
診
を
行
っ
て
い
る
が
、
令
和

３
年
度
の
実
績
で
６
人
程
度
と
そ
れ
ほ
ど
多

く
な
い
状
況
。

　
個
人
宅
へ
の
訪
問
に
つ
い
て
は
、
保
健
師

や
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
高
齢
者
の
健
康
状

態
を
把
握
し
て
お
り
、
歯
科
医
師
、
歯
科
衛

生
士
と
連
携
し
て
保
健
指
導
を
行
う
こ
と
は

可
能
と
思
う
。
そ
の
よ
う
な
歯
科
指
導
の
必

要
が
あ
る
か
、
要
望
が
あ
る
か
な
ど
を
、
こ

れ
か
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問

日
本
は
超
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、

在
宅
医
療
と
予
防
医
療
へ
の
意
識

が
高
ま
っ
て
い
る
。
村
の
診
療
所
は
福
祉
的

役
割
が
高
く
、
村
政
と
し
て
そ
の
こ
と
を
深

く
考
え
て
い
く
べ
き
。
緊
急
の
外
来
患
者
を

診
る
内
科
に
比
べ
、
予
約
診
療
で
あ
る
歯
科

診
療
所
は
、
訪
問
診
療
や
保
健
指
導
に
取
り

組
み
や
す
い
。

　
ま
た
、
歯
科
診
療
所
の
患
者
数
が
令
和
４

年
度
は
令
和
３
年
度
に
比
べ
３
分
の
１
に
激

減
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
聞
き
取
り
調

査
を
し
て
い
る
が
、
減
っ
て
し
ま
っ
た
患
者

を
取
り
戻
す
た
め
に
何
か
積
極
的
な
行
動
が

必
要
だ
。

　
歯
科
診
療
所
は
在
宅
医
療
と
予
防
医
療
に

ど
う
取
り
組
ん
で
い
る
か
伺
い
た
い
。
介
護

関
係
者
と
連
携
を
密
に
し
、
訪
問
歯
科
診
療

村　 長

関
係
の
皆
さ
ん
が
意
思
を
揃

え
て
、
患
者
が
喜
ん
で
も
ら

え
る
形
が
出
来
れ
ば
と
思
う
。

福
祉
的
役
割
の
高
い
村
診
療

所
は
在
宅
医
療
と
予
防
医
療

に
積
極
的
に
取
り
組
む
べ
き
。

山
上
宏
晃
議
員

歯
科
に
関
す
る
在
宅
医
療
と

予
防
医
療
に
つ
い
て

「 放射能」 について勉強会を開催し まし た。

　 ３ 月12日は「 栄村防災の日」、栄村議会では村と と も に新潟国際情報大学　 佐々木　 寛 教授（ 新

潟県原発検証委員会避難委員会副委員長） に依頼し 、「 原子力災害時の避難計画を 考える 」 と 題

し て目に見えない「 放射能被害」 について勉強会を開き ま し た。

　「 放射能」 と は？「 放射線」 と は？「 放射性物質」 と は？言葉は知っ ていても 「 何なのか？」

はほと んど 知り ま せん。 元々自然界にも 存在する 「 放射性物質」、 レ ン ト ゲン も 同じ 「 放射線」

を使った技術です。 ただ、 量が少ないので健康被害はないと 言われていま す。

　 原発から 直線で45㎞と いう 近い距離にある 栄村、 平成16年に施行さ れた「 国民保護法」 第107

条にも 放射能被害の防止が記載さ れていま す。

　 栄村議会は村民の安全を考えて

いく 為、 勉強会を開催し 、 今後も

行政と 協力し ながら 色々な災害か

ら 実際に避難する 時の事、 方法や

手段、 行き 先、 季節など 様々なパ

タ ーン で避難計画を 考え て いき

ま す。

（ 保坂良徳 記）

『 栄村防災の日』 学習会報告

佐々木教授の講話
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栄村議会全員協議会報告

◎令和４ 年10月から 令和５ 年３ 月までの村長並びに議長提出の「 議会全員協議会」

で協議さ れた項目内容をお知ら せし ます。

村長提出の全員協議会
　 行政上の重要問題等について村から の報告、 説明、 提案

等に対し 、 議員全員で協議・ 意見・ 要望するも のです。

開催月 内　 　 　 容

10月17日

㈪

◎　 新型コ ロナウイ ルス感染症対応地方創生臨時交付金における

　 　「 電気・ ガス・ 食料品等価格高騰重点支援地方交付金」 の取り 扱いについて　

　 ①栄村「 燃料購入助成券」 配布事業について（ 総務課）

　 　 燃料等の価格高騰に対する緊急的な地方創生臨時交付金事業の執行について、 １ 世帯当たり 20, 000

円（ 1, 000円×20枚） の燃料等助成券の配布事業を行いたいと の説明があり 、 こ れを年内（ 降雪期前）

に各世帯に配布し たいため専決処分（ 村長が議会の議決を経るこ と なく 決するこ と のできる処分） と

し 議会に了承を求めら れ、 議会はこ の専決処分を承知し まし た。

　 　 こ れにより 、 職員による助成券の配布は11月14日㈪から 始まり まし た。

　 ②令和４ 年度子育て世帯等臨時特別支援事業「 電力・ ガス・ 食料品等価格高騰緊急支援給付金」 につ

いて（ 民生課）

　 　 子育て世帯で低所得世帯（ 住民税非課税世帯） に１ 世帯当たり 50, 000円を給付する事業の説明があ

り 、 こ れについても 議会は専決処分を承知し まし た。

　 ③長野県生活困窮世帯緊急支援金について（ 民生課）

　 　 住民税の所得割が非課税な世帯に対し て１ 世帯当たり 30, 000円を給付する事業、 こ れも 議会は専決

処分を承知し まし た。

　 ④新型コ ロナワク チン接種について（ 民生課）

　 　 新型コ ロナワク チンの４ 回目、 5 回目接種の計画及びイ ンフ ルエンザワク チン接種計画について説

明があり まし た。

12月６ 日

㈫

◎　 令和５ 年度指定管理計画について（ 商工観光課）

　 　 　 秋山切明、 雄川閣の指定管理について令和5 年度以降の指定管理者募集について説明があり 、 令

和5 年度から ２ 年間（ 令和5 年４ 月１ 日～令和７ 年３ 月31日まで） の指定管理を締結し たいため、

その指定管理者の募集計画についての説明があり まし た。

　 　 －議員各位より ―

　 　 　 指定管理業者の従業員に対する宿泊施設や冬期間の適切な管理（ 除雪、 凍結対策等） について意

見があり まし た。

◎　 北野天満温泉・ 温泉棟の建設イ メ ージについて（ 商工観光課）

　 　 　 北野天満温泉の温泉棟が老朽化や地震等により 使用できなく なる可能性があるため、令和5 年度、

新たに温泉棟を建設し 福祉風呂も 併設する旨の説明があり まし た。

　 　 －議員各位より －

　 　 　 ジェ ンダーフ リ ーや障がいを持っ ている方等への配慮、 また、 温泉棟施設周辺の適正な管理（ 草

刈り 、 植物園等の景観） について意見があり まし た。

令和5 年

２ 月16日

㈭

◎　 克雪基金等の運用と 条例改正について（ 総務課）

　 　 　 資金積立基金（ 義務教育施設、 保育所施設の整備、 充実、 教育環境の整備を 図る 目的） につい

て、 現在の４ つの基金を統合し 、 新たに「 教育基金」 と し て一本化を図り 、 また、 更なる基金の充

実を図るため、 克雪対策基金（ 雪下ろし が必要な屋根を落下式や融雪方式に改修する時に最大１ 軒

当たり 300万円貸し 付ける基金） から １ 億２ 千万円（ 総額１ 億７ 千万円） を教育基金と 減債基金に

６ 千万ずつ積み立てる為、 ３ 月議会において条例改正する計画の説明があり まし た。
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開催月 内　 　 　 容

令和5 年

２ 月16日

㈭

　 　（ 基金の運用と 基金条例改正の説明図）

　 　 ※減債基金と は： 村債の償還資金を確保し 、 財政の健全な運営に資するための資金を積み立てるこ

と を目的に設置さ れた基金を言います。

◎　 村民住宅建設の進歩状況と 宅地造成事業について（ 建設課）

　 ①横倉に建設し ている「 村民住宅」 について

　 　 横倉地区に建設し ている「 村民住宅」 の請負について、 コ ンク リ ート 単価の増により 変更契約を締

結し ３ 月の議会に上程する旨の説明があり まし た。

　 　 また、 住宅の名称や家賃についても 担当課から 説明があり 、 ３ 月議会に住宅の設置条例の一部を改

正する条例を上程する説明があり まし た。

　 －議員各位より －

　 　「 入居者への配慮などを考え、 住宅の『 愛称』 を考えるべき では」 などの意見があり まし た。

　 ②宅地造成事業について

　 　 箕作地区で計画し ている宅地造成事業について、 県事業と の関連により 令和5 年度へ繰り 越さ れる

旨の説明が担当課から あり まし た。

　 －議員各位より －

　 　「 県事業の遅れから 宅地造成事業の遅れに発展し ている 『 千曲川の堤防工事』 の関連でやむなく 住

宅移転をするも ので、 既に移転契約をし ており 令和5 年12月までに現住宅を取り 壊さ なければいけな

い契約をし ている方も 居る。 その様な方や、 こ の遅れにより 住宅新築工事が翌々年になるこ と の村内

事業者への影響など、 生活に困窮するこ と や、 住居が無いなど、 事業から の影響者が出ないよう に担

当課は県にし っ かり 要求し 、 村民が困るこ と の無いよう に支援するこ と 」 などの厳し い意見があり ま

し た。

◎　 雄川閣の指定管理に係る選定結果について（ 商工観光課）

　 　 　 雄川閣の指定管理者について２ 月13日に選定委員会があり 、 選定の結果「 株式会社　 ヤド ロク 」

に決定し たと の報告があり まし た。

　 　 　 こ れにより ３ 月定例議会に指定管理者の指定について上程さ れます。

◎　 農村R M O推進状況について（ 農政課）

　 　 　 令和４ 年度から 新たに始まっ た中山間地域の保全のための農村型地域運営組織（ 農村RMO） の

形成推進事業は、 事業期間３ 年間で地域の将来ビジョ ンの策定や農用地の保全、 地域資源の活用、

生活支援などを行う 事業で当村では「 秋山郷地域づく り 協議会」 が事業主体と なり 開始し ている事

業で、 その取り 組み状況について担当課から 報告があり まし た。

　 　 －議員各位より －

　 　 　「 事業の進歩がう まく 行っ てないなどの感じ が見受けら れる。 また、 進め方などの失敗例などの

報告も 聞いている。 他の地域も 今後取り 組むこ と も 考えているこ と から 担当課は事業の支援なども

っ と 積極的に進めてほし い」 などの意見があり まし た。

基　 金　 名 基金残高（ 円）

義務教育施設整備基金 1 ,2 4 0 ,6 9 5

保育所施設整備基金 0

科 学 教 育 振 興 基 金 1 ,1 1 5 ,9 8 5

教 育 文 化 振 興 基 金 5 0 ,6 8 3

基　 金　 計 2 ,4 0 7 ,3 6 3

減債基金（ ※１ ） 約6 0 0 ,0 0 0 万円

基金総額 約6 6 0 ,0 0 0 万円

４ つの基金を 統合

新たな基金名「 教育基金」 と する。

基金残高　 2 ,4 0 7 ,3 6 3 円

総額　 6 2 ,4 0 7 ,3 6 3 円

【 克雪対策基金】

基金総額

1 7 ,0 0 0 万円− 1 2 ,0 0 0 万円＝5 ,0 0 0 万円

減債基金と 教育基金に6 ,0 0 0 万円

ずつ振り 分ける

6 0 ,0 0 0 ,0 0 0 円



＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ （ 24）栄 村 議 会 報令和５ 年５ 月１ 日

議長提出の全員協議会
　 議会の計画や課題について議員全員で協議する 場です。

基本的に月一回開く こ と と し ています。

開催月 内　 　 　 容

10月17日

㈪

◎　 行政視察研修について

　 　 　 林業従事者の減少や農業者の減少などから 里山の整備が行き 届かず、 林地と 農地の境界が不透明

と なり 、 里に獣害などが発生し ているこ と から、「 大型林業と は異なる 林業の形」 を 探る 目的で、

日帰り で大町市の林業者に研修に行く こ と と し まし た。

　 　（ 研修報告は議会報205号で報告し ています。）

11月16日

㈬

◎　 12月定例議会日程について

　 　 　 12月定例議会の日程案について確認し まし た。

　 　 　 12月定例議会　 5 日間（ 12月5 日㈪～ 12月９ 日㈮）

◎　 その他

　 ・ 自然環境保護条例の素案について作業部会から 各議員に条例の素案の提出があり 、 内容について説

明があり まし た。

12月７ 日

㈬

◎ 自然環境保護条例の改正について

　 　 　 本条例の改正案について、 作業部会で作成し 、 11月全協で議員全員に素案を示し 、 担当課である

教育委員会にも 提出し ている。 ３ 月議会において条例と し て成立さ せたい考えを作業部会から 報告

があり 協議さ れまし た。

◎ その他

　 ・ ３ 月12日「 栄村防災の日」 で議会と し ての活動を行いたいと 保坂総務文教常任委員長から 提案があ

り 、 次回の全協に案を出すこ と と なり まし た。

令和5 年

１ 月16日

㈪

◎ 栄村防災の日の活動について

　 　 　 地震や火災などの自然災害と は全く 違う 「 見えない」 被害である放射能について知識が乏し く 、

学習会を持ちたいと の提案があり 、 講師を招いて議会及び栄村役場職員による勉強会を開催するこ

と と し まし た。

　 　（ 勉強会の報告はこ の議会報206号に掲載し ています。）

◎ 村等から 委嘱さ れる委員会等委員の推薦について

　 　 　 村から 依頼のあっ た栄村自然環境保護審議会委員について下記の者を推薦し まし た。

　 　 　 ・ 推薦者： 保坂良徳、 松尾　 眞

◎ その他

　 ・「 議員のあり 方」 について協議する必要があると 提案があり 、 ２ 月の全協から 毎月協議するこ と と

なり まし た。

２ 月16日

㈭

◎　 ３ 月定例議会について

　 　 　 ３ 月定例議会日程： 11日間【 ３ 月３ 日㈮～３ 月13日㈪】

◎ 栄村防災の日勉強会について

　 　 　 令和４ 年３ 月の議会において議員発議により 成立し た「 震災を忘れない　 栄村防災の日」 に行う

原子力災害の勉強会について、 新潟国際情報大学教授で新潟県原発検証委員会避難委員会副会長で

も ある佐々木　 寛教授を招いて勉強会を行う 内容を確認し まし た。

◎ 村等から 委嘱さ れる委員会等委員の推薦について

　 　 　 村から 依頼のあっ た各審議会等委員について下記のと おり 推薦し まし た。

　 　 　（ 審議会等名）　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（ 推薦者）

　 　 　 栄村育英資金運営委員　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 保坂良徳

　 　 　 栄村総合振興計画審議会委員　 　 　 　 　 　 　 　 　 保坂良徳、 松尾　 眞
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開催月 内　 　 　 容

２ 月16日

㈭

◎　 栄村選挙管理委員会委員及び補充員の選挙について

　 　 　 栄村選挙管理委員会委員及び補充員の任期が３ 月11日に満了と なるため議会において委員及び補

充員の選挙を行う よう 通知があり まし た。

　 　 　 議会では、 こ れを受け２ 月27日までに議員が推薦する委員及び補充員の推薦人を決定し 、 ３ 月定

例議会で選挙し 、 委員及び補充員を決定し て選挙管理委員会に通知し ます。

◎　 議員のあり 方について

　 　 　 １ 月全協で提案のあっ た「 議員のあり 方」 についての協議を行いまし た。

　 　 　 ２ 月の全協で出た意見は次のと おり です。 こ の「 議員のあり 方」 は毎月協議し ていきます。

　 　 　 ・ 出た意見：「 定数について」「 高齢化について」「 若い議員（ なり 手） について」「 報酬について」

「『 議員のあり 方』 そのも のについて」

３ 月６ 日

㈪

◎　 農村Ｒ ＭＯ 形成推進事業について

　 　 　 標記事業について、 事業主体である「 秋山郷地域づく り 協議会」 の会長　 山田克也さ ん、 及び事

務局　 木村　 優さ んを招いて本年の事業の状況などの説明をいただきまし た。

　 　 　 議員から は「 事務局ではなく 、 それを支援する地域づく り 協議会そのも のの団体形成がう まく 行

っ てないのではないか」 などの意見や、 それを支援する行政側の不備が指摘さ れまし た。

◎ 栄村選挙管理委員会委員及び補充員の指名選挙について

　 　 　 ２ 月27日までに指名推薦のあっ た委員及び補充員について選挙の結果、 下記の方々が選挙管理委

員会委員及び補充員に決定し まし た。

◎ 議員のあり 方について

　 　 　 通常の全協ではなく 集中的に協議する日にちを設けるこ と になり 、その日程について協議し まし た。

　 　 ・ 協議日： ３ 月22日㈬　 午後1 時～

３ 月22日

㈬

◎ 議員のあり 方について

　 　 　 全協で下記のよう な意見が出まし た。 今後は、 5 月全協から 検討するテーマを決めて毎月研究を

進めていき ます。

　 ・ 出た意見：「 議員の活動が見えない」「 女性が参画し やすいよう に」「 住民が議員に対し てどう 思っ

ているのか知るこ と 」「 定数は最低でも ８ 人」「 若い人が議員になっ たと き報酬が安いと

他の仕事が必要」「 現在の定数を保つべき 」「 地域活動に重点を」「 議員の質なのか数な

のかと いう と こ ろ 」「 年齢別の報酬」「 広い地域をカ バーするのも 議員の務め」「 後継の

育成が大事」「 正し い議会であるべき 」「 何が出来て何が足ら ないのかの観点」「『 議員改

革を』 などの議論と 活動が大事」

役　 名 氏　 名 集落名 役　 名 氏　 名 集落名

委 員

中澤　 謙吾 小　 滝

補充員

櫻澤　 喜文 平　 滝

福原　 弘義 小赤沢 齋藤　 春男 笹　 原

藤木　 虎勝 極　 野 山本　 幸章 野田沢

島田　 和彦 青　 倉 齋藤　 　 匠 森
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令
和
５
年
３
月
25
日
㈯
役
場
か
た
く

り
ホ
ー
ル
で
、
地
域
史
料
保
全
有
志
の

会
主
催
、
教
育
委
員
会
・
栄
村
公
民
館

共
催
で
「
栄
村
の
歴
史
文
化
と
自
然
を

再
発
見
！
」
と
題
す
る
イ
ベ
ン
ト
が
開

か
れ
ま
し
た
。

地域史料保全有志の会主催

第2 回栄村の文化と 自然報告会

～ 知れば知る ほど栄村はすごい！ ～

栄村の歴史文化と 自然を再発見！
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今
回
の
発
表
も
盛
り
だ
く
さ
ん
で
、

多
く
の
新
発
見
も
あ
る
楽
し
い
会
と
な

り
ま
し
た
。
少
し
だ
け
、
そ
の
楽
し
さ

を
紙
面
で
お
伝
え
い
た
し
ま
す
。

◆
栄
村
の
姉
妹
都
市
で
あ
る
武
蔵
村
山

市
郷
土
の
会
の
高
橋
さ
ん
に
よ
る

「
長
瀬
新
田
遺
跡
表
採
資
料
の
概
要
」

で
は
、
長
瀬
新
田
遺
跡
の
解
説
と
と

も
に
、
過
去
に
長
瀬
新
田
か
ら
採
取

さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
土
器
を
整
理
し

て
い
る
と
い
う
発
表
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
土
器
の
中
で
、
村
宝
の
「
長

瀬
新
田
遺
跡
出
土
火
焔
型
土
器
」
を

発
見
さ
れ
た
故
石
澤
巌
さ
ん
が
所
有

さ
れ
て
い
た
土
器
に
つ
い
て
、
ほ
か

に
見
た
こ
と
が
な
い
の
で
、
栄
村
式

土
器
と
呼
ん
で
も
よ
い
の
で
は
、
と

い
っ
た
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

◆
栄
村
希
少
動
植
物
調
査
員
で
あ
る
、

涌
井
さ
ん
、
広
瀬
さ
ん
か
ら
は
こ
の

3
年
間
の
調
査
で
特
に
分
か
っ
た
ギ

フ
チ
ョ
ウ
の
産
卵
条
件
の
発
表
が
あ

り
ま
し
た
。
条
件
は
3
つ
あ
り
ま
す

が
、
ひ
と
つ
目
は
「
あ
る
程
度
の
食

草
の
密
度
が
あ
る
こ
と
」
ふ
た
つ
目

は
「
食
草
の
周
囲
に
ギ
フ
チ
ョ
ウ
が

飛
べ
る
空
間
が
あ
る
こ
と
」
み
っ
つ

目
は
「
林
内
よ
り
も
林
縁
を
産
卵
場

所
と
し
て
好
む
こ
と
」
で
す
。
ギ
フ
チ

ョ
ウ
は
や
は
り
人
の
手
が
入
っ
た
里

山
環
境
を
好
む
よ
う
で
す
。
さ
ら
に

地
球
の
誕
生
か
ら
現
代
ま
で
を
1
年

で
例
え
る
と
、
私
た
ち
が
「
人
の
歴

史
」
と
し
て
認
識
し
て
い
る
時
代
は

12
月
31
日
の
深
夜
12
時
59
分
前
後
で

し
か
な
い
こ
と
な
ど
も
話
し
て
頂
き

ま
し
た
。
地
球
や
地
面
の
歴
史
か
ら

す
る
と
、
謙
虚
に
生
き
な
け
れ
ば
な

ど
と
思
わ
さ
れ
ま
す
ね
。

◆
地
域
史
料
保
全
有
志
の
会
代
表
の
白

水
さ
ん
か
ら
は
「
秋
山
の
始
ま
り
に

つ
い
て
」
と
い
う
こ
と
で
、
秋
山
に

い
つ
人
が
住
み
着
い
た
の
か
と
い
う

発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
秋
山
に
あ
る

リ
ュ
ウ
（
洞
窟
の
こ
と
）
に
は
、
平

安
時
代
と
思
わ
れ
る
土
器
が
出
て
き

て
い
ま
す
し
、
鎌
倉
時
代
に
書
か

れ
た
「
市
河
文
書
」
で
は
「
あ
け

山
」
と
書
い
て
秋
山
の
こ
と
が
出
て

き
ま
す
。
お
お
む
ね
1
2
0
0

～

栄
村
で
数
十
年
ぶ
り
の
発
見
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
ト
ン
ボ
の
確
認
な

ど
貴
重
な
発
見
を
伝
え
て
く
れ
ま
し

た
。
や
っ
ぱ
り
す
ご
い
ぜ
！
栄
村
！

◆
長
野
県
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
の
柳
澤

さ
ん
か
ら
は
、
「
秋
山
熊
」
の
杉
の

皮
む
き
被
害
、
そ
し
て
被
害
を
防
ぐ

た
め
の
忌き

避ひ

剤ざ
い

の
開
発
・
試
験
の
結

果
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
秋
山

熊
は
長
野
県
の
ほ
か
の
地
域
と
違

い
、
立
ち
上
が
っ
て
樹
皮
を
剝
ぐ
こ

と
か
ら
地
面
か
ら
１
ｍ
ほ
ど
の
と
こ

ろ
に
忌
避
剤
を
付
け
る
必
要
が
あ
る

こ
と
、
忌
避
剤
は
効
い
て
い
る
よ
う

で
す
が
塗
っ
て
い
な
い
林
以
外
の
林

で
皮
む
き
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
忌

避
剤
を
避
け
て
、
林
を
移
動
し
た
と

も
考
え
ら
れ
る
こ
と
も
話
さ
れ
ま
し

た
。
熊
は
や
は
り
頭
が
よ
い
で
す
ね
。

捕
獲
と
並
行
し
、
う
ま
く
ク
マ
と
付

き
合
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◆
明
星
大
学
の
長
谷
川
さ
ん
か
ら
は
、

昨
年
起
き
た
秋
山
の
土
砂
崩
れ
、
青

倉
対
岸
の
土
砂
崩
れ
の
こ
と
に
つ
い

て
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
栄
村
で
は

昔
か
ら
地
滑
り
が
起
こ
っ
て
お
り
、

切
明
の
地
滑
り
は
古
文
書
に
も
書
い

て
あ
る
こ
と
、
今
回
青
倉
で
起
き
た

地
滑
り
は
も
と
も
と
12
万
年
前
に
開

田
山
脈
側
か
ら
落
ち
て
き
た
地
滑
り

の
土
が
ま
た
崩
れ
た
も
の
で
あ
る
こ

と
な
ど
が
話
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

1
3
0
0
年
代
に
は
「
あ
け
山
」
と

し
て
人
が
入
り
活
動
を
す
る
生
活
の

一
部
の
山
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、

と
い
う
こ
と
が
だ
ん
だ
ん
と
分
か
っ

て
き
た
よ
う
で
す
。
私
た
ち
は
ず
い

ぶ
ん
昔
か
ら
こ
の
栄
村
に
住
み
続
け

て
き
た
の
で
す
ね
。

◆
最
後
に
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー

の
井
上
さ
ん
か
ら
秋
山
木
鉢
に
つ
い

て
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
栃
の
木

を
使
っ
て
手
彫
り
で
作
る
木
鉢
は
全

国
的
に
見
て
も
大
変
珍
し
い
こ
と
、

故
山
田
和
幸
さ
ん
宅
で
大
切
に
保
管

し
て
い
る
木
鉢
づ
く
り
の
道
具
の
紹

介
、「
嫁
入
り
道
具
」
と
し
て
持
っ
て

き
た
木
鉢
の
情
報
、
木
鉢
に
関
す
る

聞
き
取
り
調
査
の
概
要
な
ど
を
話
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
木
鉢
は
単
な

る
販
売
品
で
な
く
、
記
憶
を
も
伝
承

す
る
日
常
的
な
道
具
で
あ
る
こ
と
が

改
め
て
確
認
で
き
た
と
の
こ
と
で
す
。

　
今
回
の
話
を
振
り
返
る
と
、
栄
村
の

地
面
の
こ
と
か
ら
、
地
面
の
中
に
あ
っ

た
土
器
、
歴
史
、
私
た
ち
の
現
在
の
生
活

や
自
然
と
の
関
係
な
ど
様
々
な
こ
と
や

関
り
の
中
で
私
た
ち
が
い
ま
生
き
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
気
が
し
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
に
と
っ
て
の
豊
か
な
日
常

を
、
私
た
ち
が
こ
こ
に
い
る
と
い
う
こ

と
を
で
き
る
限
り
後
世
に
残
し
て
い
き

た
い
も
の
で
す
ね
。

昭和51年「 あさ ひのリ ュ ウ」 で発見さ れたと

思われる資料
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ね
、
育
て
て
き
た
さ
つ
き
の
里
親
探
し
を
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る

ん
だ
。
興
味
が
あ
っ
た
ら
さ
、
2
～
3
年
一

緒
に
楽
し
ん
で
里
親
に
な
っ
て
引
き
取
っ
て

く
れ
れ
ば
い
い
ん
だ
け
ど
ね
。
さ
つ
き
は
ず

ー
っ
と
花
を
咲
か
せ
て
い
く
か
ら
ね
ぇ
。

◆
里
親
探
し
で
す
ね
。
大
勢
の
人
に

見
て
い
た
だ
く
機
会
を
作
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

◆
こ
の
村
で
暮
ら
す
価
値
観
を
聞
い

て
み
ま
し
た

　
い
ろ
ん
な
こ
と
に
好
奇
心
と
遊
び
心
を
持

つ
こ
と
か
な
あ
、働
く
ば
っ
か
し
じ
ゃ
あ
な
、

趣
味
が
な
く
ち
ゃ
。
こ
の
村
に
は
面
白
い
こ

と
は
た
く
さ
ん
あ
る
か
ら
ね
。
活
気
が
あ
り

そ
う
な
集
落
は
飲
み
会
と
か
顔
を
合
わ
せ
機

会
を
作
っ
て
い
る
よ
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

も
大
事
だ
ね
。

　
好
奇
心
と
遊
び
心
で
す
ね
。
ス
テ
キ
な
花

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方

は
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
ね
。

　
5
月
下
旬
に
な
る
と
ひ
と
き
わ
目
立
つ
よ

う
に
び
っ
し
り
花
が
付
い
た
盆
栽
を
見
か
け

る
。「
さ
つ
き
」
で
す
。
家
の
玄
関
先
に
手

入
れ
が
行
き
届
い
た
い
く
つ
も
の
鉢
が
並
び

見
映
え
す
る
、
志
久
見
の
石
沢 

正
さ
ん
を

訪
ね
ま
し
た
。

◆
さ
つ
き
盆
栽
と
の
出
会
い
は
い
つ 

　
頃
で
す
か
？

　
さ
つ
き
と
の
出
会
い
は
20
数
年
ほ
ど
前
に

一
つ
の
鉢
を
買
っ
た
ん
だ
よ
。
当
時
、
森
の

広
瀬
治
夫
（
故
）
さ
ん
が
仲
間
に
呼
び
か
け

「
栄
村
盆
栽
研
究
会
」
を
立
ち
上
げ
、
箕
作

の
高
橋
康
文
さ
ん

が
先
生
で
素
人
集

団
が
さ
つ
き
盆
栽

に
熱
中
し
た
ん
だ

よ
。
今
で
は
20
鉢

ほ
ど
が
並
ん
で
花

を
咲
か
せ
る
の
を

待
っ
て
い
る
ん

だ
。◆

そ
ば
に
寄
っ
て
み
る
と
「
え
～
！
こ
の

さ
つ
き
何
年
も
の
な
ん
だ
ろ
う
？
」
と

い
う
幹
の
太
さ
に
驚
き
ま
し
た
。
隣
に

は
奇
妙
な
形
を
し
て
幹
が
何
本
も
あ
る

よ
う
な
も
の
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
？

　
「
根
上
が
り
」
と
い
う
樹
形
だ
よ
。
こ
う
や

っ
て
色
々
な
工
夫
を
し
て
何
年
も
の
年
数
を

か
け
て
世
界
に
一
つ
だ
け
の
さ
つ
き
を
作
る

こ
と
が
面
白
い
よ
な
。
花
は
5
月
下
旬
か
ら

2
週
間
ほ
ど
が
見
頃
だ
ね
。
花
が
終
わ
っ
た

後
ひ
と
月
位
で
手
入
れ
を
す
る
の
が
大
変
な

ん
だ
け
ど
、
田
植
え
が
終
わ
っ
た
ら
手
入
れ

す
る
ん
だ
よ
。
他
の
こ
と
よ
り
優
先
だ（
笑
）

◆
1
鉢
ご
と
に
思
い
が
詰
ま
っ
て
い
る
よ
う

で
す
。
長
い
年
月
手
を
か
け
て
毎
日
の
お

付
き
合
い
が
楽
し
い
ん
で
し
ょ
う
ね
。
子

育
て
と
同
じ
で
す
ね
。
さ
つ
き
盆
栽
の
面

白
さ
、
魅
力
っ
て
何
で
す
か
ね
？

　
さ
つ
き
は
ね
、
1
本
の
樹
に
何
色
も
の
花

を
咲
き
分
け
る
ん
だ
よ
な
。
そ
れ
が
他
の
花

よ
り
面
白
い
と
こ
ろ
だ
な
。
そ
ん
な
花
が
咲

く
の
が
楽
し
み
な
だ
け
さ
。
冬
も
水
を
与
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
置
き
場
所
に
も
気

を
配
る
ん
だ
よ
。
今
の
仲
間
は
5
～
6
人
に

な
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ
前
ま
で
は
道
の
駅
な
ど

で
展
示
を
し
て
い
た
ん
だ
よ
。
今
年
は
ど
こ

か
で
皆
さ
ん
に
見
て
い
た
だ
け
る
よ
う
機
会

を
作
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
ん
だ
け
ど
な
。

◆
5
月
下
旬
の
花
盛
り
の
時
が
楽
し
み

で
す
ね
。
こ
れ
か
ら
の
さ
つ
き
盆
栽

を
ど
う
し
て
い
き
た
い
で
す
か
？

　
自
分
が
で
き
な
く
な
っ
た
時
を
考
え
て

楽
し
い
人
生
に
趣
味
は
欠
か
せ
な
い
！

家
の
こ
と
に
百
姓
仕
事
、
地
区
行
事
い
ろ
い
ろ

あ
る
。
そ
ん
な
日
常
の
中
で
趣
味
を
持
ち
、

い
き
い
き
輝
く
方
に
ス
ポ
ッ
ト
！

そ
の
楽
し
さ
・
魅
力
を
発
信
し
ま
す
。

スポット！

今
回
の
ス
ポ
ッ
ト
は
栄
村
盆
栽
研
究
会

会
長
の
石
沢 

正
さ
ん

さ
つ
き
盆
栽
を
楽
し
む

取材時花盛り の桜

さ つき 盆栽の花

森　 広瀬隆司さ んよ り 写真提供
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「
歴
史
編
」
面
白
い
も
の
が
ぎ
っ
し

り
詰
ま
っ
た
宝
箱
の
よ
う
だ
。
端
か
ら

端
ま
で
読
み
込
ん
で
い
け
ば
そ
れ
は
そ

れ
は
面
白
い
だ
ろ
う
な
。
し
か
し
な
が

ら
深
掘
り
が
苦
手
で
ど
こ
か
ら
手
を
付

け
た
ら
い
い
の
か
難
し
い
。

　
目
次
を
眺
め
て
い
た
ら
「
コ
ラ
ム
」

と
い
う
の
が
目
に
付
い
た
。
コ
ラ
ム
１

で
は
「
栄
村
最
初
の
特
産
品
」
特
産

品
？
？
タ
イ
ト
ル
に
興
味
が
引
き
寄
せ

ら
れ
た
。
次
の
コ
ラ
ム
は
何
か
な
？
最

後
の
コ
ラ
ム
14
で
は
「
千
曲
川
と
小
滝

の
渡
し
舟
」
小
滝
？
？
そ
ん
な
感
じ
で

コ
ラ
ム
を
読
み
始
め
た
。

　
第
1
章
の
原
始
・
古
代
、
第
２
章
の

中
世
、
第
３
章
の
近
世
、
第
４
章
の
近

代
、
第
５
章
の
現
代
ま
で
に
14
の
コ
ラ

ム
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
専
門
分
野
の

先
生
方
の
コ
ラ
ム
に
は
「
へ
～
」
「
な

る
ほ
ど
～
」
「
そ
う
な
ん
だ
～
」
と
入

り
込
ん
で
妙
に
納
得
し
た
り
し
て
面
白

い
。
次
に
探
す
の
は
自
分
が
暮
ら
す
集

落
の
こ
と
が
ど
こ
か
に
あ
る
か
な
？
と

目
次
を
見
た
り
写
真
を
見
た
り
。
や
は

り
身
近
な
も
の
の
こ
と
は
知
り
た
く
な

る
も
の
で
す
ね
。
第
６
章
の
民
俗
は
や

は
り
面
白
い
。
こ
の
地
で
の
暮
ら
し
や

文
化
が
垣
間
見
ら
れ
て
引
き
込
ま
れ
て

い
く
の
で
す
。
写
真
も
豊
富
で
す
し
ね
。

最
後
の
「
栄
村
誌
年
表
」
も
眺
め
て
い

て
面
白
い
。
は
る
か
な
遠
い
時
代
を
巡

り
自
分
が
生
ま
れ
生
き
て
き
た
現
代
ま

で
の
生
い
立
ち
は
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
あ
る

も
の
だ
。
こ
の
地
で
の
暮
ら
し
を
営
ん

で
き
た
先
人
た
ち
の
想
い
を
継
承
し
て

い
か
ね
ば
と
も
思
い
な
が
ら
、
こ
こ
で

も
身
近
な
こ
と
を
発
見
す
る
と
ド
キ
ッ

と
し
た
り
す
る
。

　
「
自
然
編
」
は
と
に
か
く
写
真
が
た

く
さ
ん
掲
載
さ
れ
て
見
ご
た
え
が
あ

る
。
こ
の
地
の
豊
か
な
自
然
と
い
う
も

の
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
自
然

編
も
コ
ラ
ム
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
面
白

い
。
2
冊
の
栄
村
誌
を
そ
ば
に
置
い
て

お
き
、
ち
ょ
こ
ち
ょ
こ
開
い
て
み
よ
う

と
思
う
。

村
誌
コ
ラ
ム
か
ら

栄
村
誌
の
コ
コ
が

お
も
し
ろ
い
！

N o .7

栄
村
誌
を
眺
め
て
み
た
ら

知
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け

樋

口

正

幸
さ
ん

　
原
向
集
落
か
ら
切
欠
堤
を
通
り
東
部

パ
イ
ロ
ッ
ト
開
拓
畑
に
続
く
農
免
道
路

西
ノ
峰
線
の
傍
ら
に
ポ
ツ
ン
と
た
た
ず

む
碑
が
あ
る
の
を
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。

　
真
冬
に
遭
難
し
た

人
が
い
た
と
言
う
話

を
ず
い
ぶ
ん
昔
に
聞

い
た
こ
と
が
あ
っ
た

の
で
、
原
向
の
中
村

正
文
さ
ん
を
訪
ね
詳

し
い
話
を
伺
っ
た
。

　
戦
後
間
も
な
い
昭
和
21
年
１
月
16
日

午
後
８
時
頃
の
出
来
事
で
あ
っ
た
。
当

時
長
瀬
に
あ
っ
た
中
野
警
察
署
長
瀬
駐

在
所
に
勤
務
し
て
い
た
大
澤
敏
親
巡
査

部
長
の
殉
職
慰
霊
碑
で
あ
る
。
大
澤
さ

ん
は
当
時
統
制
下
で
あ
っ
た
薪
炭
の
取

り
締
ま
り
と
現
金
盗
難
事
件
の
捜
査
の

た
め
、
２
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
積
雪
の

中
を
巡
回
中
に
猛
吹
雪
に
あ
い
、
湧
き

水
が
出
て
い
た
奥
宮
地
籍
で
倒
れ
殉
職

し
た
。

　
当
時
、
野
田
沢
に
あ
っ
た
役
場
と
長

瀬
駐
在
所
の
道
中
ら
し
い
が
、
今
で
は

想
像
で
き
な
い
道
な
り
で
あ
る
。住
民
の

暮
ら
し
を
守
る
使
命
に
殉
じ
た
大
澤
さ

ん
に
村
の
人
た
ち
は
遺
体
が
見
つ
か
っ

た
湧
き
水
付
近
に
功
を
称
え
る
碑
を
建

て
た
。
そ
れ
か
ら
80
年
近
く
に
な
ろ
う

と
し
て
い
る
が
、
こ
の
出
来
事
も
知
る

人
は
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
だ
ろ
う
。

　
毎
年
、
東
部
パ
イ
ロ
ッ
ト
開
拓
事
業

組
合
が
慰
霊
碑
周
辺
の
刈
り
払
い
を
し

て
い
た
が
、
組
合
解
散
後
は
中
村
さ
ん

が
刈
払
い
を
し
て
い
る
そ
う
だ
。
「
年

１
度
だ
け
草
刈
り
を
し
て
い
る
だ
け

さ
。
」
そ
ん
な
ほ
っ
こ
り
し
た
話
を
聞

い
た
。
並
ん
で
立
つ
農
免
道
路
西
ノ
峰

線
の
竣
工
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
か
た
つ
む

り
と
慰
霊
碑
に
今
は
桜
吹
雪
が
舞
っ
て

い
る
。

〜
静
か
に
た
た
ず
む
慰
霊
碑
を
知
る
〜

お
ら
村
の
ほ
っ
こ
り
話
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地域史料保全有志の会

鈴木 努（ 通称： ど先生）

イ ラ スト 作成： 佐藤洋平

　
五
月
に
な
り
ま
し
た
。
早
々
と
夏

日
の
気
象
情
報
が
出
る
ほ
ど
暖
か
く

な
り
、
田
の
作
業
が
忙
し
く
な
る
時

期
、
お
変
わ
り
な
く
お
過
ご
し
で
す

か
。
雪
国
の
春
は
雪
の
な
い
地
方
に

く
ら
べ
、
春
に
芽
吹
く
花
々
が
時
期

を
措
か
ず
一
斉
に
咲
く
の
で
一
層
華

や
か
だ
と
言
わ
れ
ま
す
。「
松
前
の

五
月
は
江
戸
に
も
な
い
」
と
、
こ
れ

は
ニ
シ
ン
漁
の
盛
況
を
指
す
と
も
言

わ
れ
ま
す
が
、
景
気
の
良
さ
に
雪
を

忍
ん
だ
花
々
が
彩
り
を
加
え
る
様
子

が
窺
え
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

あ
ー
そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
ん
か

　
〜
ど
先
生
の
栄
村
昔
語
り
〜

　
其
の
五
十
六

『
元
文
五
年
の
村
定
法
』

　
昨
年
の
栄
村
誌
刊
行
に
続
き
、
こ
の

三
月
末
日
に
『
栄
村
域
所
在
古
文
書
目

録
』
が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。
五
年
に
亘

る
村
誌
編
纂
で
歴
史
を
ひ
も
と
く
た
め

に
沢
山
の
古
文
書
が
調
査
・
整
理
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
成
果
を
ま
と
め
た
『
古

文
書
目
録
』
刊
行
は
、
こ
れ
ら
の
古
文

書
に
つ
い
て
、
村
誌
刊
行
以
後
も
さ
ら

に
多
く
の
情
報
を
引
き
出
し
、
語
り
き

れ
な
か
っ
た
事
柄
も
含
め
て
保
存
し
、

活
用
し
て
い
く
営
み
で
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
多
く
の
古
文
書
が
村
に
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
今
後
古
文
書
を
見
た

い
、
読
み
た
い
と
い
う
場
合
に
、
そ
れ

ぞ
れ
の
お
宅
で
保
管
さ
れ
て
い
た
頃
よ

り
も
所
蔵
者
・
閲
覧
者
双
方
の
負
担
が

か
な
り
解
消
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
『
古

文
書
目
録
』
は
見
た
い
、
読
み
た
い
と

い
う
時
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
も
あ
り
ま

す
。
村
の
皆
さ
ん
に
と
り
古
文
書
が
さ

ら
に
親
し
み
や
す
い
も
の
に
な
る
こ
と

を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
村
内
の
古
文
書
の
多
く
が

目
録
に
載
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い

て
で
す
が
、
ざ
っ
と
見
て
い
て
も
い
つ

頃
に
ど
ん
な
こ
と
が
あ
り
、
誰
が
関
わ

っ
て
い
た
か
が
判
っ
て
く
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
各
家
・
各
地
区
を
ま
た
い
で

同
時
的
に
関
連
史
料
が
あ
る
、
な
ど
事

柄
の
拡
が
り
具
合
を
見
つ
け
た
り
、
同

じ
性
格
の
史
料
を
並
べ
て
比
較
し
て
み

た
り
、
情
報
を
縦
横
に
組
み
合
わ
せ
て

色
々
と
自
分
な
り
の
考
え
方
、
分
析
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
村
の

中
で
も
一
つ
し
か
見
つ
か
ら
な
い
史
料

が
あ
れ
ば
、
そ
の
特
異
性
を
考
え
る
こ

と
も
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　
今
回
取
り
上
げ
る
の
は
島
田
汎
家
文

書
に
あ
る
元
文
五
年
三
月
の
村
定
法
で

す
。
目
録
で
は
同
年
同
月
付
け
で
村
定

法
と
、
持
ち
林
の
取
極
め
、
用
水
堰
端

の
刈
取
に
つ
い
て
の
取
極
め
が
並
ん
で

い
ま
す
。
元
文
五
年
は
新
田
検
地
が
入

り
、
比
較
的
同
年
付
け
の
史
料
は
多
い

の
で
す
が
、
他
の
史
料
群
に
検
索
範
囲

を
広
げ
て
も
村
定
法
の
事
例
は
見
つ
か

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
こ
の
村
定
法
は
全
部
で
五
か
条
あ
り
、

第
一
条
が
豆
腐
商
売
の
禁
止
、
以
下
、

酒
の
請
売
り
の
禁
止
（
第
二
条
）
、
桑
・

楮
の
盗
み
取
り
禁
止
（
第
三
条
）
、
四

月
か
ら
七
月
ま
で
農
事
大
切
に
す
る
こ

と
（
第
四
条
）
、
若
者
相
手
の
小
宿
と
「
苧

績
」
と
称
す
る
寄
合
の
禁
止
（
第
五
条
）

が
記
さ
れ
、
全
体
と
し
て
商
売
よ
り
も

農
事
に
励
み
、
風
紀
を
取
り
締
ま
る
と

い
う
内
容
に
見
え
ま
す
。
こ
の
う
ち
第

二
条
・
第
三
条
は
「
栄
村
誌
」
で
も
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
酒
の
請
売
り

（
委
託
販
売
や
問
屋
か
ら
仕
入
れ
て
小

売
り
す
る
こ
と
）
が
箕
作
村
で
の
酒
造

家
の
利
益
を
守
る
た
め
禁
止
さ
れ
た
、

と
し
た
ら
豆
腐
商
売
の
禁
止
に
は
ど
ん

な
意
味
が
あ
る
の
か
、
次
回
は
そ
の
辺

り
を
調
べ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

元文５ 年村定法（ 冒頭部分）
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　 子ども たちにも っ と 本を 、 子ども たちにも っ と 本

を 読む場所を と の願いから 、「 こ ど も の読書週間」

は１９５９年（ 昭和３４年） に誕生し まし た。 も と も と は、

５ 月５ 日の「 こ ども の日」 を 中心と し た２ 週間（ ５ 月１ 日～１４日） でし たが、 子ども の

読書への関心の高まり を 受けて、「 子ども 読書年」 である２０００年より 現在の４ 月２３日（ 世

界本の日・ 子ども 読書の日） ～５ 月１２日に期間を 延長し まし た。 開始当時より 、図書館・

書店・ 学校を 中心に、 子ども たち に本を 手渡すさ まざまな行事が行われてき まし た。

　 幼少のと き から 書物に親し み、 読書の喜びや楽し みを 知り 、 も のごと を 正し く 判断す

る力を つけておく こ と が、 子ども たちにと っ てどんなに大切なこ と か……。 子ども に読

書を 勧めるだけでなく 、大人にと っ ても 子ども の読書の大切さ を 考えると き 、それが「 こ

ども の読書週間」 です。

村内移動図書のご利用あり がとう ございました

こ ども の読書週間

　 栄村公民館図書室で１２月から ３ 月まで村内移動図書を 実施し ま

し た。 今シーズンは初めてご利用し ていただいた方も 多く 、 のべ

２００名のご利用があり まし た。 ６００冊以上の本が貸し 出さ れ最後の

巡回日は「 楽し ませても ら っ た」 と 嬉し い声を たく さ んいただき

まし た。 春から はぜひ公民館図書室まで足を お運びく ださ い！

新着図書の紹介
魔女と 過ごし た七日間（ 東野圭吾）・ 黄色い家（ 川上未映子） 

悪と 無垢 （ 一木けい）・ 法廷遊戯（ 五十嵐律人）

あわのまにまに（ 吉川ト リ コ ）・ 四日間家族（ 川瀬七緒） 

荒地の家族（ 佐藤厚志）・ ラ ブカ は静かに弓を持つ（ 安壇美緒）

せいいっ ぱいの悪口（ 堀 静香）

川のほと り に立つ者は（ 寺地はるな）

水曜日のおじ さ んたち（ 鈴井貴之／ 藤村忠寿／嬉野雅道）

“ おも し ろ い地域には、 おも し ろ いデザイ ナーがいる地域×デザイ ンの実践”

（ 新山直広／坂本大祐／小林新也／〔 ほか〕 著）

★栄村図書室開放時間★

平　 日　 午前８ 時半～午後５ 時

土・ 日　 午前９ 時～正午　 　 　

※祝日は休館し ます

★お知ら せ★

　 も し 本を 破いてし まっ たら 修

理せずそのままにし 返却時に破

損個所を 教えてく ださ い。

★休館日のお知ら せ★

５ 月３ 日㈬～５ 月７ 日㈰

2 0 23 .5

　 栄村公民館図書室では土日の午前中、 図書室を 開けてく ださ る ボラ ン ティ アさ んを 募集し ています。

読書の習慣も でき ますよ。 栄村在住の成人し ている 方なら どなたでも でき ます。

　 １ ～２ か月に１ 度の当番です。 お問い合わせは栄村教育委員会事務局☎87-3118までお願いし ます。

★図書ボラ ンティ ア募集中！★

えほん

図書室にも 来てく ださ い！

　 公民館図書

室のテーマコ

ーナーは、 お

花や庭づく り

の本がいっ ぱ

い！
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おおきく な〜れ

介くん 年長さんだよ。
　 　 ひまわりさんだよ。

介
かい

さ ん（ ５ 歳）

　 年長さ んになっ てお兄ちゃ ん意識が出て

き て頑張っ ている様でまだまだ甘えん坊な

所も ある介。 今後の成長も 楽し みです。 元

気いっ ぱいおおき く なーれ！

勝家玄太さ ん・ 志穂さ ん宅（ 横倉）

Ｑ １ 　 栄村に帰っ てきた理由は？

Ⓐ　 昨年、 母と 祖父が亡く なっ たのですが、 ぜんぜん家族孝行でき てい

なかった後悔が残り ま し た。 その思いから 、 実家を 守っ てほし いと い

う 父の願いに応えたい気持ちが生ま れま し た。 それが一番大き な理由

です。 富山県にも 家があり ま すので栄村と 行き 来し ながら 生活をし た

いと 思っ ていま す。

Ｑ ２ 　 帰っ てきて改めて感じ るこ と は

Ⓐ　 先日、 移住者の方々と お話し する 機会があっ たのですが、 村での暮

ら し について私よ り よ く ご存じ でし た。

　 　 私は中学卒業ま での子供時代し か栄村で過ごし ていないので、 知ら

なく て当たり 前なんですが、 私は栄村のこ と を あま り 知ら ないんだな

あ…と 、 ちょ っ と 寂し かったです。 こ れから 覚え（ 思い出し ） ま す！

Ｑ ３ 　 栄村でどんな生活を送り たいですか？

Ⓐ　 富山県での現在の仕事が在宅でも でき る ので、 続けながら 、 栄村で

の生活の基盤づく り をし ていこ う と 思っ てま す。

　 　 父の農業の仕事も 教えても ら いながら 、 それ以外にも 田舎暮ら し で

やっ てみたいこ と が色々ある ので、 少し ずつ取り 組めたら いいなと 思

っていま す。

　 　 ご近所さ んや、 父の仕事の関係の方々、 栄村へ移り 住んでく ださ っ

た方々と の交流も 楽し みにし ている ので、 ど う ぞよ ろし く お願い

　 し ま す。

よう こそ！

栄村へ!!

中村美加 さ ん（ 長瀬）

斎藤大輔さ ん（ 箕作）

　 私が今ハマっ て いる こ と は、 娘と の野球の練習で

す！毎日の練習の中で、 成長し ていく 姿を見ら れる こ

と がと ても 嬉し いです。 時には鬼のよ う に怒る 時も あ

り ま すが、 娘はそれにも めげずに頑張っ ていま す！頼

も し い限り です。

　 公式戦でヒ ッ ト を打つこ と が今の目標

です。 こ れから の時期は、 農村広場で練

習し ている こ と が多いので、 みなさ んグ

ロ ーブを持って寄ってく ださ いね !!
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４
年
ぶ
り
に
公
民
館
報
の
編
集
の
一
翼
を
担
う
こ
と
と
な
っ
た
。
あ
の
頃
か
ら
比
べ
る
と
、

子
も
大
き
く
な
り
、
い
ろ
い
ろ
と
責
任
も
増
し
、
イ
ヤ
ー
て
ん
て
こ
ま
い
て
ん
て
こ
ま
い
。

編
集
委
員
の
皆
様
や
館
長
の
お
か
げ
で
今
回
も
何
と
か
入
稿
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
先
に
謝
る
の
も
お
か
し
い
が
、
誤
字
脱
字
や
変
な
文
書
な
ど
あ

れ
ば
そ
れ
は
す
べ
て
私
の
せ
い
で
す
。
ゴ
メ
ン
ナ
サ
イ
…
。

　
と
こ
ろ
で
春
で
す
ね
。
今
年
は
雪
解
け
が
早
く
、
4
月
も
半
ば
か
ら
タ
ラ
の
芽
を
頂
い
た
。

山
菜
を
採
る
の
が
好
き
で
、
今
年
初
め
て
た
べ
た
も
の
は
イ
カ
リ
ソ
ウ
。
滋
養
強
壮
に
聞
く

と
い
う
が
、
そ
の
名
に
恥
じ
ず
苦
か
っ
た
。
確
か
に
こ
れ
は
薬
だ
な
、
と
。
苦
い
と
言
え
ば
、

山
菜
の
中
で
は
キ
ノ
メ
（
ア
ケ
ビ
の
芽
）
が
一
番
好
き
で
あ
る
。
つ
い
つ
い
も
り
も
り
採
っ

て
茹
で
て
、
卵
と
醤
油
、
時
に
は
シ
ラ
ス
も
か
け
た
り
し
て
食
べ
る
。
こ
の
季
節
毎
晩
茶
碗

1
杯
は
食
べ
て
い
る
気
が
す
る
。
こ
れ
か
ら
初
夏
。
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
が
飛
び
、
ク
マ
タ
カ
が

舞
い
、
野
に
ト
ラ
ク
タ
ー
や
田
植
え
機
が
唸
り
を
上
げ
て
走
り
出
す
季
節
。
汗
と
土
。
忙
し

い
け
ど
ワ
ク
ワ
ク
す
る
。
移
り
変
わ
り
を
感
じ
な
が
ら
、
皆
さ
ん
の
足
跡
を
し
っ
か
り
と
残

し
て
い
け
る
公
民
館
報
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
う
。
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

編
集
後
記

野
仏
に
ま
ん
さ
く
一
枝
も
ら
い
く
る

　

ラ
ン
ド
セ
ル
見
せ
に
四
人
と
一
匹
と

　

関

谷

貞

子

山
桜
舞
台
は
広
し
秋
山
郷

　

桜
香
よ
待
ち
焦
が
れ
し
は
十
二
ヶ
月

　

山
田
く
に
え

カ
ー
テ
ン
を
引
く
手
と
ど
む
る
春
夕
焼

　

う
ら
ら
か
や
子
山
羊
の
鼻
は
ピ
ン
ク
色

　
栁

　

静

江

初
つ
ば
め
小
屋
軒
先
の
偵
察
に

　

俳
句
会
ま
ず
は
山
菜
味
わ
っ
て

　

杉

浦

恵

子

今月の一句 〜栄村俳句会〜

　 今年度も「 二十歳の集い」 を 行いますので、

20歳の皆さ んはぜひご予定く ださ い。

●対象者： 平成14年４ 月２ 日生～

平成15年４ 月１ 日生までの方

●期　 日： 令和５ 年８ 月15日㈫

●会　 場： 栄村文化会館かたく り ホール

勇

令和５ 年度「 二十歳の集い」

栄村二十歳の集い（ 旧成人式）

のおし ら せ

　 野山を 歩いている と 、 不思

議な蕾を 見つけまし た。 わさ

わさ と 繁る ニン ジン のよ う な

葉っ ぱにつぶつぶの塊。 なん

だろ う と 思っ て草花に詳し い

方に聞いてみる と フ ク ジュ ソ

ウの実だそう です。 黄色く て

可憐な 花と 思っ て い ま し た

が、 時期が違う と まっ たく 違

う 様相を 見せる も のですね。

　 公民館では引き 続き 面白い

も のを 募集し ています。

おら村の宝！ 号外
なんじゃこりゃ

　 前号「 おら 村の宝！その６ 」 で栄村のそばを 紹

介し ま し た。 そのオヤマボク チと ふのり の「 天神

そば」打ち講習会の会場と なっ た北野天満温泉が、

新たな取り 組みを 始めま し た。

　 講習会で覚えたそば打ちの技を 忘れず、 今後も

つないでいける よ う に１ 階の「 そば打ち処」 を 開

放し 、 そば打ちの場を 提供し ていき たいそう 。 そ

ば粉や打ち粉、 つなぎと なる オヤマボク チやフ ノ

リ も 有料で用意し てく れる と のこ と です。

　 天神そばを 作る にはオヤマボク チの繊維の取り

方も 継承し ていく 必要がある など ま だま だ課題は

多いですが、 明る いニュ ース でう れし いこ と です

ね。

北野天満温泉「 そば打ち処」 での講習会の様子
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３ 月火災・ 救助・ 救急出動件数

最高気温 2 1 .6 ℃ ３ 月3 1 日㈮

最低気温 − 3 .4 ℃ ３ 月５ 日㈰

平均気温 5 .7 ℃ 総 雨 量 5 8 .0 ㎜

栄村の気象（ ３ 月）

世帯数 7 9 1 世帯 前月比− 3

人　 口 1 ,6 2 5 人 − 6

男 7 6 7 人 − 5

女 8 5 8 人 − 1

出生 0

死亡 4

転入 1 0

転出 1 2

世帯と 人口（ ４ 月１ 日現在） ３ 月中の異動

火災 救助 救急 栄村の搬送医療機関

飯 山 市 1 1 1 0 5 飯山日赤 8

津南病院 1

そ の 他 4

不 搬 送 0

合　 　 計 1 3

十日町地域消防署と
の応援協定による出
動を含みます。

木 島 平 村 1 0 2 2

野沢温泉村 0 0 2 6

栄 村 0 0 1 3

管 轄 外 等 0 0 0

約束ね　 ゆびき り げんま ん　 火の始末

５ 月の納税等

〇国民健康保険税　 　 　 　 〇介護保険料

〇後期高齢者医療保険料　 〇村営住宅料

〇ケーブルテレ ビ 使用料　 〇教員住宅使用料

〇合併浄化槽使用料　 　 　 〇保育料

〇農業集落排水処理使用料　 〇温泉休憩所使用料

〇学童保育料

生活カ レンダー５ 月

※振替指定口座の残高を事前にご確認く ださ い。

納期限は　 ５ 月3 1 日㈬　 です

口座振替日
　 農協・ 郵便局　 　 　 ５ 月2 2 日㈪
　 八十二銀行・ 県信　 ５ 月2 5 日㈭

〈 登録方法〉

　 右の二次元コ ード を読み取り 、 追加又は以下の

方法で登録し てく ださ い。

①LIN Eアプリ を開き、検索で「 栄村」

　 と 入力

②LIN Eアプリ を開き、「 友だち追加」

　 のID 検索で＠sakaevillと 入力

村の情報はLINEでも 配信しています。

ぜひお友達登録をお願いします。
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日
時
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午
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時
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所
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日
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９
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【
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日
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【
３
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日
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：
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３
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日
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９
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・
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９
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【
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村
一
斉
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日
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：
５
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・
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【
に
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い
ろ
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ェ
】

日
時
：
17
日
㈬
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前
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時
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分
か
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場
所
：
診
療
所
２
階

【
栄
小
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運
動
会
】

日
時
：
27
日
㈯

　
午
前
８
時
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分
か
ら

場
所
：
栄
小
学
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校
庭

【
狂
犬
病
予
防
接
種
】

日
時
：
27
日
㈯

　
午
前
８
時
20
分
か
ら

場
所
：
秋
山
支
所

http://www.vill.sakae.nagano.jp

